
日
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外

信実
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原

「
ワ
ク
チ
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ワ
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チ
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率
的
研
究
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何
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市
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両
日
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昌
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問
問
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山
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⑦
回
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5主

ン
上
澄
」
及
ピ
「
ワ
ク
チ

ン
含
菌
膿
L

タ
v

ロ
k
p
明白・
6
3・0内－

F
・
同
巴
同
属
阿
旬
。
・

〔
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2
目
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一戸

H
h
z
z｛戸
内
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五：凶三二一

自

攻

緒
論
｜
研
究
／
目
的

貧
験
材
料

笈
燃
方
法

血
清
ノ
「
チ
フ
ス
」
菌
－
－
謝
見
ル
凝
集
償
検
査
法

「
ワ
ク
チ

ン
」
構
成
因
子
ノ
注
射
ト
血
中
庭
生
凝
集
素
ト
／
関
係

人
健
二
於
ケ
ル
検
査
ノ
結
果

甲
第
参
品
位

著

伊

藤

F『

原

京
都
帝
図
大
悪
習
曲
学
部
外
科
墜
教
室
（
烏
潟
教
授
〉

助
数
授

伊

肇

醤
皐
士

藤

会
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
、
一
・
O
及
ピ

二・
O
路
注
射
／
場
合

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
0
・
五
及
ピ

ニ
・O
拠
法
射
／
場
合

「
チ
フ
ス
ワ
タ
ナ
y
」
含
商
館
／
食
関
水
浮
瀞
液
0
・
五
及
ピ
二
・
O
将
校
射
／
場

合
D

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
漉
過
液
0
・
五
及
ビ

ニ
・O
銘
詮
射
ノ
場
合

乙
家
兎
＝
於
ケ
ル
寅
験
結
果

A

今
一「
ワ
ク
チ

ン」
0
・
て

0
・五
及
ピ
一
・
O
沌
注
射
ノ
場
合

BA  c 

（
第
安
時
蜘

一、－’



第
品
世
品
哲

蕃
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F長

F『

原

伊

「
ナ
フ
ス
ワ
ク
ナ
y
」
上
澄
0
・一、

0
・
五
及
ビ
了

O
施
注
射
ノ
場
合

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
合
前
慌
食
盤
水
浮
湯
液
0
・一、

0
・
五
及
ピ
一
・

O
沌
注

射
／
場
合

D

「チ

フ
λ

ワ
ケ
テ

ン
」泌
液
0
・一、

0
・
五
及
ピ
了
O
妬
注
射
／
場
合

六

刈
験
結
果
線
終

一

血
清
稀
縛
倍
数
了
・
凶
0
7
基
準
ト
セ
ル
平
均
凝
集
償
ノ
将
移

二
凝
集
償
ヲ
夫
一
広
見
ル
血
清
稀
将
位
数
ノ
推
移

三
度
生
シ
担
ル
最
大
凝
集
償
ノ
比
較

削
注
生
凝
集
償
増
加
率
／
比
較

七
資
験
結
果
考
察

八

「

ワ
ク
チ
ン
」
構
成
因
チ
ト
胤
巾
出
現
白
肌
球
総
数
ト

ノ
関
係

甲
人
－
一

於
ケ
ル
研
究
結
果

A

全
－
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
五
、
一
・

O
及
ピ
二
・

O
路
注
射
後
一
三
於
ケ
ル
取
中
白
血
球

川和
以
ノ
推
移

れ
「
チ
フ
λ

ワ
J

チ
ン
」
ド
俊
0
・
K
及
ピ
二
・

O
路
注
射
後

ニ
於
ケ
ル
血
中
白
血
球

総

数

ノ

推

移

‘

じ
「
チ
フ
ハ
ワ
ク
チ
ン
」
合
前
棺
食
脱
水
浮
糠
液
0
・・九及
ピ
二・

O
括
詮
射
後
＝
於

ケ
ル
血
中
白
血
球
総
数
ノ
推
移

b

「
チ
フ
人
ワ
ク
チ

ン
L
陶
土
経
路
過
縦
0
・
五
及
ピ
ニ
・
O
施
設
射
後
ニ
於
ケ

ル
血

中
白
血
球
総
数
ノ
祢
移

乙
家
兎
一
一
一
於
ケ
ル
一
貫
験
結
果

人

会
「
ワ
ウ
チ
ン
」

0
・一

、

0
・
五
及
ピ
了

O
路
法
射
後

二
於
ケ
ル
血
中
白
血
球

総
数
ノ
推
移

n c 

緒
論
研
究
ノ
目
的

（第引
税
務

二
）

「
チ
フ
ス

ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
液
0
・
一
、

0
・
五
及
ピ
了

O
鈍
注
射
後

二
於
ケ
ル

胤
巾
白
血
球
総
数
／
推
移

C

「
チ
ヲ
ス

ワ
ク
チ
ン
」
t
A
R
菌
飽
食
照
水
浮
滋
液

0
・一、

0
・
武
及
ピ
了

O
邦
法

叫別後

＝
於
ケ
ル
血
中
白
血
球
総
数
／
推
移

ド

「チ

ヲ
〈
ワ
ク
チ
ン
」
溢
過
液
0
・
て

0
・
五
及
ピ

7

0
耗
注
射
後
二
於
ケ
ル

白
血
球
総
数
ノ
推
移

九
所
見
総
括
及
ビ
考
然

一
O

「
ワ
ク
チ

ン
」
構
成
悶
子
ト
血
中
山
山
現
中
性
多
核
白
血
球
%
数
ト
ノ
関
係

申

入

品

於
ケ
ル
研
究
結
果

A

全
h

ワ
ク

チ
ン
L
訟
射
後
血
中
出
現
／
中
性
多
核
白
血
球
阿川敷

B

「
ワ
ク
チ

ン
」
上
澄
注
射
後
血
中
出
現
ノ
中
性
多
核
白
血
球
%
数

じ
「
ワ
ク
チ

ン
」
含
前
鴨
池
射
後
胤
中
出
現
ノ
中
性
多
核
白
血
球
%
数

D

「ワ
ク
チ
y
L
趨
池
波
注
射
後
血
中
出
現
ノ
中
性
多
核
白
血
球
V
N
数

乙
申
水
死
－
－
於
ケ
ル
筑
験
結
果

A

会
「
ワ
ク
チ
ン
L
注
射
後
血
中
出
現
／
中
性
多
核
白
血
球
%
数

B

「
ワ
ク
チ

ン」
上
減
注
射
後
血
中
出
現
ノ
中
性
多
核
白
山
川
球
%
数

C

「
ワ
ク
チ

ン
」
合
前
穂
法
射
後
血
中
出
現
ノ
巾
竹
多
核
白
山
球
%
数

D

「
ワ
ク
チ
ン
」
櫨
過
液
法
射
後
血
中
出
現
ノ
巾
性
多
核
白
山
球
V
P
数

一一

所
見
総
指
及
ピ
考
察

一
二
「
ワ
ク
チ

ン
L
上
波
及
ピ
「
ワ

ク
チ
ン
し
含
商
飽
ノ
毒
力

一
三
所
見
金
総
ノ
総
括
的
考
察
及
ピ
討
究

一

凶

結

論

p, 

一
般
－
二
。
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
有
ス
U
F

抗
原
性
（
見
疫
元
性
）
能
働
力
A

ソ
ノ
中
ュ
合
守
山
戸
、
雨
龍
－
一
閃
Y
毛
ノ
ナ
リ
、
換
言
ス
レ
バ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ



fh
博
士
附
鱒
ナ

9
ト
考
へ
－
7

V

ッ
、
ア
リ
。
従
－
プ
「
ヲ
グ
チ
ン
」
使
用
ニ
際
ジ
ア
A

軍
－
一
細
前
鱒
ノ
数
量
ノ
ミ
ヲ
目
標
ト
潟
シ
、
商
穂
ヲ
浮
瀞
セ

つ
O

シ
メ
居
Y
悲
液
－
一
就
－
プ
A

何
等
ノ
顧
慮
ア
モ
梯
A

ズ
、
宛
カ
モ
生
理
的
食
臨
水
其
僚
ノ
毛
ノ
ト
何
等
法
プ
所
無
キ
モ
ノ
ナ
Y
カ
ノ
如
ク
－
一
思
考

セ
ラ
レ
ッ
、
ァ
Y
ガ
知
シ
。

然
M
Y

ニ
煮
沸
免
疫
一
克
ノ
研
究
－
一
閥
聯
し
て
プ
「
煮
沸
浸
出
セ
ラ
V

タ
uy

細
商
標
」
－
二
免
疫
元
タ
Y
ノ
効
力
殆
ン
ド
皆
無
－
一
ジ
ア
僅
カ
ユ
凝
集

素
ヲ
産
生
ス
U
Y

ガ
如
キ
モ
、
賞
用
上
何
等
ノ
役
－
一
モ
立
タ
ザ
w
y

毛
ノ
b
F
Y

コ
ト
ガ
立
詩
セ
ク
レ
タ
リ
（
尉
糊
）
。

其
後
北
研
渡
，没
、
内
田
雨
氏
A

窒
扶
斯
菌
、
虎
列
投
菌
ユ
就
－
Y
、
マ
タ
毒
消
線
督
府
中
央
研
究
所
衛
生
部
釧
刻
、
四
円
、
閣
附
諸
氏
A

笠
枚
斯
前
ニ
就
ア
込
試
ヲ
遂
グ
此
ノ
事

寅
ヲ
訟
メ
タ

y
。

此
際
川
シ
ナ
ガ
ラ
普
通
ノ
生
熊
「
ワ
ク
チ
ン
」
－
一
於
ア
コ
其
ノ
合
有
シ
陪
y
「
商
館
』
－
一
果
シ

4

プ
何
程
ノ
見
疫
一克
性
能
カ
ア

y
ヤ
ノ
針
照
ヲ
快

ギ
居
Y

モ
ノ
ユ
シ
ア
、
何
人
モ
普
通
一
般
ノ
解
稗
一
一
従
ヒ
、
「
ワ
ク

チ
ン
」
中
ニ
合
有
ス
Y
蘭
糟
コ

y
A
「ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
主
概
ナ
w
y

ヲ
以
ア
、
免

疫一
一ん
性
能
仙
力
λ

無
論
「
商
悌
」
ニ
集
中
ジ
居
U
F

モ
ノ
ト
認
定
ジ
ラ
官
官
モ
凝
ア
所
無
カ
リ
ノ
シ
ガ
如
ジ
。
然

v
ド
モ
此
ノ
如
キ
A

貫
験
結
果
－
一
立

脚
シ
ア
後
－
一
始
メ
タ
解
決
セ
－
プ
U
Y

ペ
キ
モ

ノ
ニ
シ
ア
法
一
カ
ニ
信
頼
ス
ペ
カ
ラ
ザ
U
F

事
項
ナ
リ。

余
等
A

悲
－
一
一
ー
ワ
ク
チ
ン
」
中
最
モ
普
遍
的
、
円
以
モ
重
要
－
一
ジ
ア
、
且
ッ
比
較
的
容
易
－
一
人
慎
一
一
使
用
シ

ア
其
ノ
抗
原
性
能
働
力
ヲ
検
シ
易

キ
「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
＝
就
キ
、
寅
験
的
検
査
ヲ
人
及
ピ
家
兎
－
一
遂
行
シ
、
先
グ
兎
モ
角
モ
凝
集
素
産
生
ノ
問
係
ヲ
指
標
ト
矯
シ
ア

、
「
チ
フ

ス
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
其
f

合
有
ス

Y
「
雨
模
」
ト
「
基
液
」
ト
ノ
二
ツ
ノ
構
成
因
子
－
一
一
分
解
ジ
、
果
U
V

－
ア
其
ノ
何
V

ノ
「
コ
ム
ポ
子
ン
ト
」
中
二
免
疫
元

タ
U
Y

ノ
セ
悌
ア
認
ム
ペ
キ
カ
ヲ
質
験
結
果
－
一
間
A
Y

ト
欲
ス
ο

以
下
記
述
ス

Y
所
即
是
ナ

y
。

験

材

料

ーー
賓

…h一段
村
料
λ

衣
ノ
問
ヅ
ナ

y
。

（
二
、
「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
。
大
日
本
帝
幽
政
府
侍
染
病
研
究
所
ノ
製
品
「
腸
チ
フ

ス
ヲ
ク
チ
ン
」
（
強
防
液
）

ヲ
使
用
シ
タ
リノ。
印
チ
次
ノ

如
キ
製
品
ナ

y
、

第
多
血
世

，....、
霞

著

伊

藤

（
第
号
抽蜘

） 



第
a
f品
管

，ー、
1豪

著

伊

藤

四

（
第
古風
貌

閥
、、J

第
十
九
競

一
九
二
五
年
一
月
二
十
九
日
製
造
第
二
十
二
統

一
九
二
五
年
四
月
二
十
日
製
造
第
二
十
六
競

以
上
A

何
V

モ
有
効
期
間
三
筒
月
内
ニ
於
ア
兎
疫
元
ト
ジ
ア
以
下
遁
プ
Y
所
ノ
余
等
ノ
賓
験
－
一
供
ジ
タ
9
0

一
九
二
四
年
十
一
月
下
旬
－
一
始
マ
リ
、

一
九
二
五
年
七
月
中
旬
－
一
終
9
タ
9
0

（
二
〕
、
「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
。
前
記
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
一
分
間
二
千
五
百
乃
至
三
千
廻
縛
－
一
ア
三
十
分
間
遠
心
器
ユ
カ
ケ
、
菌
慎
ヲ
沈
澱

セ
シ
メ
b
y
y
後
、
向
ホ
氷
室
内
ニ
二
十
四
時
間
以
上
放
置
ジ
、
肉
眼
上
金
ク
透
明
ナ
Y
上
減
液
ヲ
、
毛
細
「
ピ
ペ

ッ
ト
」
ヲ
以
ア
分
離
シ
タ

y
。

何
シ
此
中
－
一
A

理
論
上
猶
ホ
多
少
ノ
商
関
ヲ
合
有
ス
ペ
キ
モ
ノ
ナ

y
。
然
レ
ド
モ
貫
際
上
無
菌
睦
悲
液
ト
ジ
ア
余
等
ノ
賓
験
ノ
目
的
－
一
向
ツ

ア
使
用
シ
ア
差
支
へ
無
キ
モ
ノ
ナ

y
ト
信
ズ
。

（一ニ
）
、
「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
L
含
菌
龍
食
聖
水
津
瀞
海
。
右
上
部
川
ヲ
除
キ
タ
Y
後
ノ
蘭
澄
－
一
食
膿
水
ヲ
加
ヘ
タ
Y
ガ
、
此
ノ
菌
誼
中
ノ
商
量
A

始
メ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
中
－
一
合
マ
レ
タ
U
F

繭
量
ヨ
y
毛
、
上
記
ノ
如
キ
操
作
中
二
一
幾
分
減
ジ
居
Y

ペ
キ
ヲ
以
－
プ
、
「
ヲ
ク
チ
ン
」
四
耗
ヨ
リ
得
タ

y

繭
浩
二
一
割
シ
三
・
五
耗
ノ
食
臨
水
ヲ
基
液
ト
潟
シ
ア
菌
液
ヲ
作
リ
タ
9
。
相
U
V

コ
A

出
費
材
料
タ
Y
原
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
濃
度
－
一
比
ジ
何
等
差
異

ア
U
Y

ヲ
認
メ
ザ
ソ
キ
。

〆a、
一、＿，，、
一
九
二
四
年
十
一
月
二
十
日
製
造

，.－、

一ー一、、，，，、

，．、

一一一、、回〆、

而
ジ
－
ア
余
等
／
検
査
A

（
四
）
、
「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
し
溜
過
液
。
（
ご
－
一
記
載
セ
U
F

「
ワ
ク
チ
ン
」
ア
ジ
w
y

ぺ
M

Y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏
陶
土
浦
過
器
ヲ
以
，
プ
鴻
過
シ
タ
M
Y

毛
ノ

ナ
リ
。備

考
。
本
質
験
品
川
於
e

y

A

買
験
材
料
（
ニ
）
ト
（
三
）
ト
A

質
－
一
相
互
比
較
ノ
封
象
物
－
一
シ
ア
賞
駿
材
料
（
一

）
ト
｛
四
）
ト
A

牽
考
的
検
査
材

料
h
p
u
y

モ
ノ
ナ

y
。

侍
染
病
研
究
所
二
間
合
セ
タ

y
z
以
上
ノ
如
キ
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
合
菌
量
A

一
括
中
－
一

0
・
三
？
：
ノ
」
克
ニ
ジ
ア
、
殺
菌

ノ
目
的

F

一
ア
婿
氏
五
十
三
度
－
一
－
7

一
時
間
加
熱
セ
ラ
レ
タ
Y

毛
ノ
ナ
9
。
余
等
ノ
間
合
セ
ユ
一
割
ジ
直
チ
ニ
返
答
ヲ
輿
へ
ラ

V

タ
U
F



厚
意
－
一
封
シ
長
輿
所
長
－
一
向
ツ
ア
謹
デ
謝
意
ヲ
表
ス
。

三

寅

輪

方

浩

余
等
ノ
検
査
A

人
及
ピ
家
兎
－
一
就
ア
行
A

レ
タ
y
d
N

、
人
－
一
一
於
4
7
A
原
「
ワ
ク
チ
ン
L
A
C

－玉、

7
0、
及
ピ
二
・

O
耗
宛
。
「
ワ
ク
チ
ン
」

上
減
、
合
菌
糟
及
ピ
繍
液

A
0・
五
及
ピ
二
・

O
括
宛
ヲ
、
甲
・
乙
・
丙
・
丁
各
組
五
人
宛
ヨ
リ
成
Y
人
ノ
左
側
上
勝
皮
下
ュ
注
射
ジ
、
何

y
eア
得

タ
M
Y

血
清
ノ
「
チ
フ

ス
」
蘭
－
一
割
ス

Y
凝
集
債
ヲ
注
射
前
、
注
射
後
一
目
、
二
日
、

三
日
、
七
日
、
十
日
及
ピ
十
四
日
目
／
七
回
二

一日
一？
ア
槍
ジ

タ
リ
。

家
兎
－
一
於
－7
A
低
記
間
通

y
ノ
貫
駿
材
料
ヲ
何

ν
毛

0
・
一
、
の
・
五
及
ピ
一
・

O
耗
宛
、
各
組
二
疋
宛
ヨ
y
成
Y
家
兎
f

耳
静
脈
内
へ
注
射

し

V

、
血
清
ノ
凝
集
償
ヲ
免
疫
元
材
料
注
射
前
、
注
射
後
七
日
及
ピ
十
四
日
日
ノ

三
岡
ュ
検
査
シ
タ

y
。

余
等
A

以
上
ノ
如
キ
質
験
方
針
－
一
ヨ

y
－
プ
「
注
射
量
ノ
増
加
」
ト
「
血
清
ノ
凝
集
償
ノ
推
移
朕
態
L

ト
ノ
相
互
関
係
ヲ
追
及
シ
、
以
－
プ
免
疫
元

材
料
ノ
兎
疫
一
冗
性
能
働
力
ノ
強
弱
ヲ
判
定
ス

Y

ニ
資
ジ
タ
ソ
。

夏
ニ
他
方
勝
呂
氏
ノ
採
用
シ
タ
Y
検
査
方
法
（
東
京
器
準
曾
雑
誌
第
三
十
入
港
第
六
競
）
ニ
従
ヒ
、
総
－
7
ノ
場
合
－
一
於
ア
注
射
前
及
ピ
注
射
後

六
時
間
、
十
二
時
間
、

二
十
四
時
間
、
四
十
八
時
間
、
七
十
二
時
間
乃
至
九
十
六
時
間
ノ
七
回
三
日
一y
、
血
液
車
位
容
積
（
一
立
方
粍
）
内
ノ
白

血
球
総
数
抜
ピ
ニ
中
性
多
核
白
血
球
／
，

mァ
計
算
シ
、
y
ノ
増
減
一
一
依

y
各
種
免
疫
一克
材
料
ノ
毒
カ
ヲ
考
査
比
較
ス

ペ
カ
ラ
ジ
メ
タ
y
。

人
健
二
就
ア
ノ
研
究
－
一
際
シ
－
Y
A
各
種
見
疫
元
材
料
注
射
後
ニ
起
Y
所
謂
副
作
用
ヲ

モ
観
察
セ

y
o

血
清
ノ
「
チ
フ
ス
」
薗
－
－
劃
ス
ル
疑
集
優
検
査
法

試
験
管
内
二
可
検
血
清
ア
食
静
水
ア
以
－
プ
五
倍
、
十
倍
、
二
十
倍
j
j
i
－－－ノ如
ク
稀
稗
セ
Y

モ
ノ
ヲ

一
一
党
宛
取
y
、之－一

食
臨
水
－
一
ア
二
倍

ニ
稀
作
セ
M
F

後
藤
風
雲
堂
費
貰
浅
川
氏
腸
窒
扶
斯
診
断
液
（
標
準
）
ヲ
各
一
括
宛
加
へ

（之

－一
依
リ
各
試
験
管
司内
ノ
血
清
A

始
メ
作
－プ

レ
タ
Y

モ

ノ
、

二
日
ノ
稀
薄
度
ト
ナ
レ
リ
）
、
之
ヲ
三
十
七
度
ノ
解
卵
器
内
二
翌
日
迄
放
置
シ
、
ソ
ノ
菌
鰻
沈
澄
ノ
所
見
－
一
依
9
凝
集
反
臆
ノ
強
弱
如
何

ヲ
判
定
セ
リ
。

四

甜
期
参
t
t

F「

原

箸
』d

伊

藤

五

（
第
4

回虫競

五
）
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原

著、A

伊

藤

，ιーノ、

（第
占（札
競

大
）

印
チ
管
底
ノ
中
心
－
一
選
縁
正
シ
キ
小
ナ
Y
同
形
ノ
沈
澱
ヲ
生
ジ
タ
山
戸
時
A

陰
性
。
袈
如
様
沈
澱
f

時
A

弱
陽
性
。
厚
キ
膜
朕
沈
澱
ノ
時
A

0

0

0

 

強
陽
性
ト
ナ
セ
リ
。
而
シ
ア
余
等
ノ
検
査
－
一
ア
A

袈
如
様
沈
澱
ヲ
呈
シ
タ
Y
場
合
ノ
最
大
血
清
稀
稗
度
倍
数
ヲ
以
47
凝
集
偵
ト

リ。
余
等
ノ
検
脊
一
ニ
際
ジ
－
7

A

風
雲
堂
稜
賀
茂
川
氏
腸
窒
扶
期
診
断
液
ノ
被
疑
性
A

大
差
無
キ
モ
ノ
ト
ジ
ア
研
究
－
一
従
事
セ
ソ
。

五

甲 「
ワ
ク
チ
ン
」
構
成
因
子
ノ
注
射
ト
血
中
産
生
凝
集
棄
ト
ノ
関
係

人
種
Z
於
ケ
ル
検
査
ノ
結
果

金
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・五、

所
見
川
第
一
表
ヨ
リ
第
三
衣
一
一
示
サ
レ
タ
リ
。

｜震II. I'll ：竺 コ

A 

3事

表

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
正
路
法
射
後
ノ
凝
集
債

被

験

者

姓

性
別
一
年

1•1’ 
波

3長

男

似

l'o;i 

~ 

男

臼

Jil 

某

~n 

メ入

' 

3長

男

逮

方日

L守

男

某

4s. 1疑

減

ヨー

｛賀

t骨

7
J
及
ピ
二
・

O
括
注
射
ノ
場
合

齢

名

注

射

前

一十
日q
時
間

一一｜注
｜凡l
十
八
時
間

七
十

時
間

病

六

三

肋

軟

骨

漢

ポ

一九一

胸
骨
寓
膿
蕩

一

二
三
一
結
終
性
別
申
γ
丸
炎
一

間

三

胃

潰

荷

物

一

一
九
一
頭
淋
巴
腺
結
核

一

i¥ 。。問。二
O

pg 
0 

均

動j

合

J¥ 

穴
O
一

－
・
五
八
一

一
六
O

一
六

O－0
0
一

ニ
ム
ハ 八．

0 
二
O

／＼、。 射

七

日
一
六

O
i¥ 
0 

一
六

O
j¥ 

0 
一二

O

－
穴
の
一

回
二
二

一

後

間

十

日

間
一
六

O

一
六

O

二
五
六

O
八。六

凶
O

ジ
ア
掲
グ
タ

十

四

日

間一中，，、。。
二
五
六。八．。

」
～
、
口
町

一ノ

V。セ
五

一
九
・
七
九
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表

「チフスワクチン」了O鈍注射後ノ凝集仮

f務党
。九八七六

1疑 21ι ）者悶林加星 3良

集 池中 磯野
験‘
者

仮 某某某某 J長 姓

増

男男女女~~ 何：
減 };IJ 

， 年

判
二 二 四五二

時給
九 0 0 三一

令 均 此 股 下 大目安 病t

考員
脱

iW 骨麟

内
結

疹胸腫 f高石
名

法

二0 0 間 0 八 一0性陰－0 
身キ

- 0 前

一
一
十

ー VLJ ． 
H寺二 ！LLJ 八一ニ

三四 0 0 0 0 0 間

~LJ 注

一． 一
ーー － 一且a 』ー・

三 八 0 0 0 0 0 

一 一

一丸 凹八二 一 二
三 四 0 0 0 0 0 射

四 ー ｝ 

0 ニ0 ~ 0 八 二0 0 八 0八 問

F 十
一

一 日？四 一 一 一
一 一 一

八ー 二二八八八
間

後
セ穴 0 0 0 0 0 

六 一 一 ー l叫
。 ー・ 一・ 日-

ニ. J¥ ゾ： i¥ J\. 予~ 1::. 
間-t 八 0 0 0 0 0 

if! 

表

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
ニ
・

O
鈍
注
射
後
ノ
凝
集
債

． 
泊i

~;j" 

後

一一一 一 一 春就
五： L''I 三 二一

片 沖 橋 北大 教

llr 国 r1r 宮
験

者

某 3長主主某某 姓

｜男男男男男 fヲー
}JIJ 

年

I'll 側三三二
齢

九 －－ J!ti 六二

淋 淋技露失軍栓量血業膿 紘右
病

巴巴 ：扇RIJ 
肉内 抑

閥
腫極 性 節

名
書持 病 下胸 結

注

八二八八 1"1
射

0 0 0 0 0 前

一
一
ー十
匹l
時

0 0 0 0 0 間

問
ー十

一・
八．

八 一 凶六凶 時

0 0 0 0 0 間

ーヒ
十

一・ 日寺
ぺ－－ ULJ 六八

間0 0 0 0 0 

－ヒ

一 日一
一

二 件｜ 二六 八
間0 0 0 0 0 

一
-- 0 ー一 日

六三八怯l 八
悶0 0 0 0 0 

ート

二一 二 O ム V!-1 
:Ii. 二二 五二二 日
1::. ノL 1::. UH 八ー l苛0 0 0 0 0 ． 

第
由
移
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参
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原

箸
』d

伊

藤

入

（
借
用
安
時
現

／丸
、．〆

／ 

幸吉j

合

，、
ー 0

五
0 

－ハ六
戸・－

三一四一

五・二三一

＝
＝
五
六
一

豆
ニ
ム
ハ
一

三
五
八
四
一

五
九
・
七
三
一

平

話I

凝

集

債

増

減

0
・八三

所

見

概

括

（
一
）
、
注
射
後
七
日
ユ
シ
ア
十
五
例
全
部
注
射
前
ノ
凝
集
債
ヨ
リ
多
少
ナ
リ
ト
モ
高
マ
リ
タ
リ。

（
二
）
、
十
四
日
後
一
一
A

「
ワ
ク
チ
ン
」
量
0
・
五
括
ノ
際
A

最
低
八
O
倍
（
第
四
例
）
、
最
高
二
五
六
O
倍
（
第
三
例
）
。

「
ヲ
ク
チ
シ
L

量
－
・

o

蛇
ノ
際
A

最
低
一
六

O
倍
（
第
七
例
）
。
最
高
二
五
六

O
倍
（
第
一

O
例
）
。
「
ワ
ク
チ
ン
」
量
二・

O
括
ノ
際
A

最
低

二
一
八

O
倍
（
第

一
一
及
ピ

第
一
四
例
）
、
最
高
一

O
二
四

O
倍
（
第
一
二
例
）
ナ
η
ノ

キ

。

－

（
三
）
、
「
ヲ
ク
チ
ン
」
量
0
・
五
耗
ノ
際
A

一
例
（
第
三
例
）
。
同
一
・

O
括
ノ
際
二
ニ
例
（
第
八
、
第
九
及
ピ
第

一
O
例
）
同
二
・

O
括
ノ
際
A

五

例
ト
モ
穂
－
プ
千
倍
以
上
ノ
凝
集
債
－
一
逮
ジ
タ
9
0

（
四
）
、
血
清
凝
集
偵
ガ
上
記
ノ
如
ク
千
倍
以
上
－
一
達
ジ
タ
Y
九
例
ノ
中
「
ヲ
グ
チ
ン
」
量
二・

O
耗
ノ
一
例
（
第
一

A

一
二
日
後
－
一
、
同

0
・
五
施
並
ピ
ニ
同
－
・
O
耗
ノ
各
一
例
（
第
三
及
ピ
第
八
例
）
及
ピ
同
二
・

O
括
ノ
三
例
（
第
一
二
、
第
二
ニ
及
ピ
第
一
五
例
三
十
日
後
－
一
、
同

－・

O
姥
ノ
二
例
（
第
九
及
ピ
第
一

O
例
）
及
ピ
同
二
・

O
耗
／
一
例
（
第

一
四
例
）
A

十
四
日
目
－
一
－
ア
始
メ
ア
千
倍
以
上
ノ
凝
集
債
ア
示
シ
タ
9
0

（
五
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
三
日
間
血
清
凝
集
債
ガ
却
ア
注
射
前
ノ
債
ヨ

y
モ
低
ク
ナ

y
b
y
y
モ
ノ
ア
リ
キ
。
印
チ
「
ワ
ク
チ
ン
」
量
二
・

O

蛇
ノ
際
－
一
於
ケ
Y
二
例
（
第
二
二
及
ピ
第
一
四
例
）
ナ
P
シ
ガ
ソ
ノ
他
A

如
何
ナ
Y
時
期
ニ
モ
斯
ノ
如
キ
コ
ト
ナ
カ

y
キ。

一
例
）

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
0
・
五
及
ピ
二
・
C
耗
注
射
ノ
場
合

所
見
A

第
四
表
及
ピ
第
五
表
二
示
サ
レ
タ

y
。

• 
四

事量

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
上
波

0
・
五
郎
注
射
後
ノ
凝
集
債
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J疑千四坪 植ニ吉 被

集 村井 野 lド，k白b 羽 根応ム

堂 者

償 某某某某某姓

靖 性
減 女 男男女男 BIJ 

／ 年

一問一一 f!fil
割 一七 O 七一O 二 齢岬

合均育慢肋特同 病

傷性 骨 2苦獄
炎骨周 性

集髄聖脱政
孔炎核ホロ痘行症 咽..... 

注
一 射

五陰・六一八一
一一性0 0 0 0 0 前

ー十

一 凶
五 陰一六一八一 時
一性0 0 0 0 0 間

問注

八町

五 陰ー六一八一時
性0 0 0 0 0 間

ーヒ

四ー －ノL、ー－ ー

ー＝ 匹1 三二八 l旦！ 日寺
三の 0 0 0 0 0 間 射

七

七一 日・ ．・．・．・園・町町 ー・a ． ・』 －・・4・
0 六 八 二 11Ll 六匹l 間
八八 「） 0 0 0 0 

十

．聞．・，．晶司、 ー六 六一 日

六六八 1~4 八 J！~I 六間後
九 0 0 のつ 0 0 

一十

一 一 一匹l
四七 二 六一 二 三日

八 l"I 六八 二閉
五穴 0 0 0 0 0 問

【
原
著
】

伊

藤

jr, 

（
第
安
時蜘

丸
、、、J

一 ・・－ －・ －・ ー・・－ f番it'I: ー
0 九 八 七六

凝卒 千 平 古島足 被

集 賀山川地立
験

者
恨 某某某 某 某 姓

増

見男男男男
性a

減 .811 

ノ 年

~J 二 五 四 二 三
齢七・六八一

会均
紅腎 肋 育核性結 病
門 脱骨務

周 設 周 炎 部療胸

園謀罪核 集 名
炎趨 孔孔

法
一 一 一・

射． 。二 六 べ 六 八
- 0 0 0 0 0 0 前

一－
十

一
四

0 セ - Iー－＼二－ーフL三 i¥ 世主

・t 0 0 0 0 0 0 問

u~ 注
十

一・
i¥. I 

0 セ ーへ二六八 E幸

セ 0 0 0 0 0 0 ！間

七
十。

ニ自ニ国 i0 0 パ 0二 0凡二0 間時

射

七

一 日
一 一

ーー 八 六二二 四
四四 0 0 0 0 0 問

ト

一
一 日

六 －台・． "'-- 一一一
六六ニニ凶 間

後
ニ 0 0 0 0 0 0 

ー十

一 五 匹i－ 一一』
一一

ム

日． ー ，、

ー一 二六八四八
間－，・、－ t、． 0 0 0 0 0 
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箸

伊

藤

（
為
高弘
毅

一O〉

。

所

見

縦

揺

（
一
）
、
免
疫
一
冗
量
（
上
被
液
）

0
・
五
蛇
ノ
際
－
一
於
ケ
Y
凝
集
償
ノ
費
生
A

免
疫
元
注
射
後
二
十
四
時
間
－
一
ア
A

三
例
迄
（
第
一
八
、
第
一
九

及
ピ
第
二

O
例
）
、
七
十
二
時
間
ニ

4

プ
A

五
例
共
総
ア
注
射
前
ノ
債
ヨ
リ
低
ク
ナ
ソ
ク
ソ
。
十
四
日
後
－
二

二
例
ダ
ケ
六
四

O
倍
（
第
一
七

例
）
及
ピ
五
一
二
J
伯
（
第
二

O
例
）
迄
高
？
？
タ
Y
ガ
他
ノ
三
例
A

注
射
前
ノ
朕
態
－
一
還
ソ
タ
Y

ュ
過
ギ
ザ

y
キ。

士
二
、
見
疫
元
量
？

0
括
ノ
際
ニ
於
ケ
U
F

凝
集
債
A

如
何
ナ
山
戸
時
期
－
一
モ
一
例
モ
注
射
前
ノ
償
ヨ
リ
ノ
低
ク
ナ
リ
タ
Y

モ
ノ
ナ
ク
、
七
日
後

ニ
A

五
例
共
総
－
ア
高
？
？
タ
リ
。
而
シ
ア
十
四
日
後
一
一
三
一
例
（
第
二
二
及
ピ
第
二
五
例
）
ガ
一
二
八

O
倍
－
一
達
シ
、
最
低
A

一
六
い
、倍
（
第
二

三
例
）
ナ
リ
キ
戸

士
号
、
凝
集
償
千
倍
以
上
二
達
ジ
タ
リ
シ
三
例
ノ
中
免
疫
元
量
0
・
五
括
ノ
一
例
（
第
二

O
例）
A

十
日
後
－
一
、
向
上
二
・

O
姥
ノ一

例
（
第
二

五
例
）
A

七
日
後
－
一
、
残

y
ノ
一
例
（
第
二
二
例）
A

十
四
日
目
－
一
至

y
ア
始
メ
ア
千
倍
以
上
ノ
凝
集
偵
ヲ
示
シ
タ

y
。

（
四
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
0
・
五
托
ト
、
業
ノ
上
滋
被
ノ
二
・

O
銘
ト
ニ
ヨ

y
－
プ
産
生
セ
ラ
レ
タ
Y
凝
集
債
A

殆
ン
ド
同
一
程
度
ナ
リ
ノ
キ
（
第
一

表
ト
第
五
表
ト
ヲ
封
比
セ

ヨ
）。

c 

「
チ
フ
ス
ヲ
ク
チ
ン
」
合
菌
睦
／
食
盤
水
浄
瀞
液
0
・
玉
耗
及
ピ
二
・
O
蛇
注
射
ノ
場
合

言事

所
見
A

第
六
衣
及
ピ
第
七
表
ニ
ユ
小
サ
レ
b
y
y
。

表

_g __ ~＿l__I ＿ 雪 －
被

験

者

姓

4
寸唐中 ．・．，、

ワ
ク
チ
ン
」
含
世
間
総
食
施
水
浮
燐
液
0
・
托
施
法
射
後
／
凝
集
償

一

一

一

一

一

注

射

Z

1

1
病

名

一

注

射

前

古

副

配

司

十

八

時

間

一
七
十
二
時
町
『
七

二
日
訂
正
出

ι
品

配

一
六
O
一

後

日

日

間二八｜問。。。！こ
十

問

日
間

国

某

一
六

O

男

池

3長

男

一一O

，＿早

某

5ち



－一
O
一
波

第

番
政一一一一
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一一一

宮平1疑
セ似

験

者

姓

M ill メb向宅’i内、平凝

崎上集表地本hu 
l
 

尚イミi(ミ

3長菜僚

増

女男
‘ 

比三［右項
領If

｜ 下

肢
皮
膚
癌雛

均

ノ

害1

ニ陰一
一六』Ito o 

部

「
チ
フ

ス
ワ
ク
チ

ン
」
含
菌
捜
食
脱
水
浮
緋
縦
二
・
0
犯
法
射
後
／
凝
集
償

某

'I全
別

年

女男男男男i成

間三一二二三 l fr.A 

二 六九七 七 ｜即
一一一一一 ｜一一一一一一寸
直慢資 額右

性 立目 恨l

骨腎

i 館内 膿

｜癌炎 t［腫臆

I I 泣 l

丸 ！ 八 八 八 六八 ｜射！
一元 1 090001 前

I I十

四

九 l 八八 八 六 ｜時
一穴 loo oool間

四 i注

！丈：
九 八 八 八 六 八 i詰！

ュ3_，~＿Q__ __Q___Q_, ~i 

｜ 七li-I 

九 ｜八八八六八宮
ー穴 1000001同l

,Ll、
日

病

名

1持

射

p、、。一
六

O
ノL
0 

ノk
0 

/¥ 
0 

円

O
一－o一

険
性
一

三
穴
一

？
三
八
一

A 
0 

二
O

J¥ ，、
一－一・三八

日

後
問
一
十
四
日
間

一二
O

一
六

O
。一一一

O
r、。

。一
六

O

一
六
O。ハ、。

二
O
八

一

ニ

O
八一

－－セ一・？：－

一一一）

ニ
O
八

．．
 
，，司，

概

括

（一

）、

「
チ
プ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
中
ニ
合
有
セ
ラ
レ

タ
y
『
菌
鵠
』
ノ
ミ

ヲ
兎
疫
元
ト
ナ

シ
－プ
注
射
セ

Y

ニ
葉
量一
0
・
五
括
ノ
際
A

一
例
（
第
二
八
例
）
A

顎
日
ヨ
リ
ノ
七
日
後
迄
凝
集
債
A

却
ア
注
射
前
ノ
債
ヨ

y
毛
低
ク
ナ
η
ノ
タ
リ
。

一
例
（
第
二
七
例
）
A

七
日
後
ヨ

y
多
少
高
マ
y
来
y
残

y
ノ
三
例
モ
十
四
日
目

ュ
至
η
ノア
始
メ
ア
高
マ

y
タ
y

某某来某仮

噌
所

例）
A

四
十
八
時
間
目
ニ
、

例）
λ

四
十
八
時
間
後
ヨ

p
、

第
品
ゲ
此
住

F『

原

見
箸
』“

均

割

合

伊

E事

九
－－－，、

（第
出払
競

一
例

F

第
二
六

一
例

（

第

九



第

参

品

位

【

康

箸

】

伊

勝

一

二

〈

第

マ
競

一

ニ
）

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、

而
シ
ア
凝
集
債
費
生
ノ
最
低
A

二
O
倍
（
第
二
七
及
ピ
第
三

O
例
）
最
高
ト
雄
僅
々
一
六
O
倍
（
第
二
六
及
ピ
第
二
八
例
）
三
過
ギ
ザ
y
キ。

士
二
、
免
疫
元
量
二
・

O
括
ノ
際

ニ
於
ケ
Y
凝
集
債
A

五
例
共
如
何
ナ
Y
時
期
ユ
モ
注
射
前
ノ
債
ヨ

y
モ
低
ク
ナ
リノタ
Y

コ
ト
ナ
カ
ソ
キ
。

其
中
三
例
（
第
ゴ
二
、
第
三
三
及
ピ
第
三
四
例
）
A

十
日
目
ニ
一
六

O
倍
及
ピ
三
二
O
倍
迄
高
？
？
、
十
四
日
目
迄
持
績
セ

シ
ガ
、
残

y
ノ
二
例

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
第
三
二
及
ピ
第
三
五
例
）

A

十
四
日
間
少
ジ
ノ
縫
化
ヲ
モ
示
ず
い
リ
ノ
キ
。
要
ス

Y

ニ
注
射
後
十
四
日
目
迄
－
一炉、ヶ
Y
凝
集
償
費
生
ノ
最
高
債

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

A

三
二
O
い
エ
一
週
ギ
ザ
凶
ノ
キ
。

（一二
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
合
商
健
食
騨
水
浮
瀞
液
0
・
五
花
ノ
場
合
ヨ

y
モ
阿
二
・

O
姥
ノ
方
ガ
産
生
凝
集
慣
大
ナ
リ
キ
。
然
カ

レ
ド
モ
「
ワ
ク
チ

ン
」
合
有
蘭
慨
浮
挽
液
ノ

ニ
・
O
耗
－
一
－
ア
注
射
後
十
日
乃
至
十
四
日
目
ニ
得
タ
Y
最
大
凝
集
償
A

模
カ
ニ
了
・
二
O
八
（
第
七
表
）
ニ
シ
ア
‘
之

ヲ
会
「
ワ
ク
チ
ン

L0
・
五
括
－
一
ヨ

9
－
プ
産
生
セ
ラ
レ
タ
Y
凝
集
値

一
：
七
三

O
l
了
・
七
五
二
「
第
一
表
）
－
一
比
ス
レ

バ
三
分
ノ

一
以
下
ナ
リ
。

マ
タ
「
ワ
ク
チ
ン
」
上
減
液

0
・
五
耗
－
一
ヨ
リ
ア
産
生
セ
Y
総
集
償
一

：
六
二

0
1
7
・一

一
二
六
或
A

「
ソ
ク
チ

ン
」
上
滑
液
二
・
O
耗
ニ
ヨ

y

a

プ
産
生
セ

Y
凝
集
償
一

：
六
六

O
l
一
：
七
三
六

ニ
比
ス
レ
バ
同
ジ
ク
三
分
ノ
一
以
下

－一在
リ
ア
非
常
ノ
相
違
ヲ
示
セ
9
。

「
チ
ブ
ス
ヲ
ク
チ
ン
」
減
過
液
0
・
五
括
及
ピ
二
・
O
括
注
射
ノ
場
合

D 

所
見
A

第
八
表
及
ピ
第
九
表
ェ

示
サ
レ

タ
ソ
。

第

八

表
「チ7スワクチy’通過液0・rA路法射後ノ凝集償

一一←一一i F、一一一

吉岡山吉 被

岡宮添見 験

者

3長某某某 姓

一
晃男男女 fヨ：

J.llJ 
一一一

年

三阿武一
齢八九 O 丸

一育直崎 頗
病

勝勝形癒
炎 性着

後療 徽 閥官官 性主主
名孔毒炎和

一一
注

性陰ーO性除一 六 六
射。。。 前

一
一一
十

一 一一
PH 

陰性ー0性陰一0 六0 ニ0 
時
問

J!_q 法
十

一一
八

性陰ーO性陰一0 0 六 六0 
時
開

七
十

一一 時
陰性ー陰性一八 六

0 :O 0 0 
間

射

七

性陰ー0陰性一六 一 問。。。
十

一一
日

性陰ー0性険一0 0 六 六0 問
後

ー十

四

一一 日
併陰ーO性陰一 六 大 間。。。
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0 

木

四

n力
骨

用
問
結
核

阪

·~長

女

千

均

1疑

集

減

ノ

事j

.!>,. 
日

増

償

第

九

表

「
チ
フ
ス

ワ
ク
チ
ン
L

渡
過
液
ニ
・O
銘
注
射
後
ノ
凝
集
償

六
四
O

九

＇；~. ：；~ E子三H t二q： ーp~・I I 1干民存
『一一一

1疑守主 高張問久瑛 被

集 橋 中保谷
験

者
債 某某 某某 某 姓

士曾

男勇 男~ 男 性
滅 }JI) 

ノ 年

害l 二二二四四｜ 齢

合均 慢五 隣六 O肋 膜七 核性六結
病

性骨骨

f手々周高IJ

髄膜 岡 県

炎炎核結胸 丸炎 名

注

九
二0 八0性陰0~ 二0 

射

一 ー
前

一一
十
匹1

九 二 八 位陰ー内二
日寺

一ニ 1 0 0 0 0 0 間

四 法
十

一 占ノ、 j1、
ー

間時七穴 四 八 性陰一四凶
四 0 0 0 9 0 Q 

七
十

一 ムハ ー
時-:-.~ ，、 四六陰一二一

八六 0 0性0 0 0 間
身す

－ヒ

一
ム 日ハー

一．占，、
凶0 六0陰性一0 二0 一0 問八六

十

。 日
一

九八 一 八’陰泣 ー 問
後

＝ーュ 占，、 0 0 :O O 0 

十

。 [J.c( 

三日
九八
＝穴 一0 0 一0 一0 一0 間

所

概

見

揺

（
二
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
陶
土
壁
ニ
ヨ

Y
櫨
液
ヲ
免
疫
元
ト
ナ
シ
－
プ
注
射
セ
Y

ユ
其
用
量

0
・
五
括
ノ
場
合
、
三
例
（
第
三
八
、

第
三
九
及
ピ

第
四

O
例
）
ハ
十
四
日
間
少
シ
ノ
獲
化
ヲ
モ
示
サ

v
p
キ
。
第
三
七
例
A

注
射
前
二
ハ

O
倍
ナ
リ
シ
モ
ノ

ガ
、
七
十
二
時
間
目
ニ

一
度
八
O
佑

－
一
下
降
シ
、
七
月
後
－
一
A

再
ピ
一
六
rU
倍
－
一
復
シ
、
ソ
ノ
後
A

獲
化
ナ
ク
、
第
三
六
例
A

注
射
前
二
ハ

O
倍
ナ

y
シ
モ
ノ
ガ
二
十
四
時
間
目
及

ピ
七
日
後
ノ
二
回
二
一
一一
ハ
＼杭
－
一
高
？
？
シ
ガ
、
ソ
ノ
他
ノ
時
期
A

何
レ
モ
一
六

O
倍
ヲ
示
シ
タ

y
。

借
帰
参
朱
』

，－、
原

箸
‘d 

伊

Ji：主

（

第

＋抗
措
蜘

一
＝一〉



第
多
品
世

「、
震

著
、＿，，

伊

藤

四

（
常
用
車
札
鋭

一
同
〉

（
二
）
、
免
疫
一
茄
註
ニ
・

O
括
ノ
場
合
、
第
四
一
例
λ

四
十
八
時
間
目
二
A

注
射
前
ノ
凝
集
債
ノ
二
倍
三
両
マ
9
u
v
d
N
、
七
十
二
時
間
目
ニ
A

却
ア
注
射
前
ノ
債
ノ
二
分
ノ

一
エ
減
少
セ

y
。
第
四
二
例
ニ
於
ケ
Y

凝
集
償
A

一
回
モ
高

マ
9
ジ
コ
ト
ナ
ク
七
十
二
時
間
目
ヨ
リ
却
ア
字
減

セ
リ
。
第
四
三
例
－
一
－
7

A
免
疫
元
注
射
後
十
日
後
マ
デ
一

O
倍

－
一
ア
モ
凝
集
反
膳
A
陰
性
ナ
η
ノ
ジ
ガ
、
十
四
日
後

－
一
漸
ク
一

O
倍
－
一
ア
陽
性
ト

ナ
ソ
タ
リ
ノ
。
第
四
四
例
A
七
十
二
時
間
目
ヨ

y
七
日
後
マ
デ
、
第
四
五
例
A
四
十
八
時
間
目
ヨ

9
七
日
後
マ

デ
凝
集
債
A
二
倍
三
両
マ
リ
シ
ガ

ソ
ノ
前
後
λ

注
射
前
ノ
債
ト
同

一
ナ
リ
キ
。

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
ー

（三
）
、
之
ァ
要
ス
M
Y

－
－
「
，
ワ
ク
チ
ン
」
雄
被
－
一
4
7
A
0
・
五
耗
－
て
プ
三
7

0
沌
－
一
－
ア
モ
凝
集
債
A
増
大
セ
ザ
Y
ノ
ミ
カ
、
却
ア
減
弱
ス

Y
ノ
傾

、
、
、
、
、

向
ア
一
不
シ
タ
自y
。

乙

家
児
Z
於
ケ
ル
賓
験
結
果

A 

金
「
ヲ
ク
チ

ン」
0
・
一
、
0
・
五
及
ピ
了

O
括
注
射
ノ
場
合

所
見
A

第
一

戸いJ

十
六
二
示
サ
レ
タ

9
0

m 

－O
表

金「ワクチン」0・一、0・五及ビ70沌法射後ノ凝集債（家免）

家
兎

l些l 三 羽子
平 波

t ♀ 
性
/J!J 

一一一一一

惚

均八 三
一ー

均一 六

重〆、末ヘ．〆六阿 八 一。。 。。
一一一

0 0 0 

量免疫

0 0 0 7C －－．  
2己射注五五五 ー一一

一
法

ーム 射，ー- ，、
四二六 三二 四
0 0 0 0 0 0 前

七

三 ヨ王二 三 五二 注

八一五 八一五 日

四二六 聞二六
0 0 0 0 0 0 問

射

十

一一一 一 ー 四
ー 一一

一一 五 五五 日 後一 一一
J＼ 入入 ー，、ムノ、 ム， 、

0 0 0 0 0 0 間



7丘
平

平

一
五
七
O

了
。

一
六

O

コ
バ
六
O

一
ニ
ペ
O

♀ 

ニ
O

一O

了
。

六
凶

O

二
O
四
八

O

二
O
削
八

O

_._ 
，，、

均

一O

四
O
O

－－E
ニ
O

一O
八
八

O

所

見

概

括

（
一
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
、
一
週
間
目
モ
二
週
間
目
モ
各
例
線
ア
千
倍
以
上
ノ
凝
集
債
7
示
シ
タ
リ
ノ
0

（
二
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
量
0
・
一
括
－
て
プ
モ
、
同
0
・
五
括
－
一
ア
モ
注
射
後
一
週
間
目
ノ
凝
集
債
A

何
等
ノ
差
別
ナ
キ
同
様
ノ
結
果
ト
ナ
叫
ノ
タ

リ
。
卸
チ
各
一
例
A

二
五
六
O
倍
ヲ
、
残

y
ノ
各
一
例
A

五
一
二

O
倍
ヲ
示
ジ
タ

y
。
「
ヲ
ク
チ
ン
」
量
－
・

O
ノ
場
合
注
射
後
七
日
目
ニ
於
ア

一
例
A

二
五
六

O
倍
ナ
η
ノ
ジ
ガ
他
f

一
例
A

二
O
四
八

O
倍
ノ
凝
集
償
ヲ
示
ジ
タ

7
0

（
三
）
、
二
週
間
目
ニ
A

一
週
間
目
ノ
債
ヲ
持
績
ス

Y
カ
、
或
A

却
ア
低
ク
ナ
Y
カ
何
レ
カ
ニ
ジ
ア
、
凝
集
債
ガ
注
射
後
二
週
間
目

マ
デ
漸
次

上
昇
セ

Y
ガ
如
キ
場
合
λ

一
ツ
モ
認
メ
得
ザ
9
キ
。
郎
チ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
量
0
・
－
括
－
一
－
7

A

二
例
共
二
五
六

O
倍
、
同
0
・
五
托
－
一
－
7

A

二
例
共

一
二
八

O
倍
、
同
一
・

O
託－一－ア
A

一
例
A

二
O
四
八

O
倍
、
他
ノ
一
例
A

一
二
八

O
倍
ノ
凝
集
債
ヲ
示
ジ
タ
η
ノ。

（
旬
、
之
ヲ
要
二
一
子
、
ペ
チ
ン
U
L
r
o
－
－
ピ
ト

0
・
五
括
人
－
一
た
－
プ
産
弘
セ
ラ
ヌ

y
恨
め
低
素
八
一部
－
「
え
あ
札
ヘ
、
向
上
一
・

0
常

－
一
ヨ
ソ
ア
惹
起
セ
ラ
レ
タ
Y
凝
集
債
三
削
二
者
－
一
一
炉
、
ヶ
ル
’
モ
ノ
ヨ
リ
モ
頴
著
一
一
大
ナ
リ
キ
。
マ
タ
免
疫
元
注
射
後
十
四
日
目
三
宝
レ
バ
凝
集

債
A

稿
々
減
少
シ
、
ソ
レ
ヨ

y
モ
注
射
後
七
日
目
ニ
於
ケ
Y
凝
集
償
ノ
方
ガ
却
ア
大
ナ

y
キ。

B 

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
：王
液

0
・一、

0
・
五
及
ピ
一
・

O
耗
注
射
ノ
場
合
。

所
見
A

第

一
表
ニ
示
サ
レ
タ

y
。

所

見

概

括

（
一
）
、
免
疫
元
（
「
ヲ
ク
チ
ン
」
土
砂
川
液
）
注
射
後
、

一
週
間
目
モ
二
週
間
目
モ
凡
－
プ
ノ
賞
験
動
物
タ
通
ジ
千
倍
以
上
ノ
凝
集
偵
ァ
示
シ
タ

y
。

第
多
品
世

v園、
原

著
、．・

伊

H家

五

（廿却
な
鋭

一
五
）



第
参
鼻
骨

P『

原

著、d

伊

百象

一
六

（

第

点
弘
暗
部

一
六
）

第

表

「チフスワOチン」上澄0・一、0・五及ビ一・0銘註射後ノ凝集僚（家兎〉

家

一一 一
見f祷虎一 一 O 九 八七一

平
一一

卒 215-

♀♀  ♀ t ♀ t 性
,81f 

一一一

惚

一一 四二 一 一一
均 五二 均一七 均六四 重

ニー二L ムノ、 ミ：－：. Ji. 七一
f‘、
ヨえ。。 。。 。。
、・’

量塁
一一一 。。。 0 0 0 フロ． ． ． ． 

2包射注。。。 五五五 ー一 一

法

ー 射
一 一
回ハニ 八二四 八二 問
0 0 0 0 0 0 0 0 0 前

Eじ
一・ 一 注

六七 一五： 0 二 五 一 0
八五一 七一一 日

一一
四六二 八二四 穴八 四。。。 0 0 0 0 0 0 間

射

同一 一 三二 五 一 一 V!-1 

九 二 五 八 五一 九二 以 El 後
ニ八六 四 六 二 二八 六
0 0 0 0 0 0 0 0 0 問

（
二
）
、
注
射
後
一
週
間
目
ニ
A

免
疫
元
量
0
・
－
及
ピ

0
・
五
耗
ァ
輿
ヘ
タ
リ

ジ
各
一

例
A

一
O
二
四

O
倍
ノ
凝
集
債
ヲ
示
ジ
、
向
上
0
・五

及
ピ
一
・

O
括
ノ
各
一
例
A

五

一
二
心
仙
ノ
凝
集
償
ァ
呈
ジ
．
残

y
ノ
一
例
A

兎
疫
元
量
0
・
一
括
ヲ
注
射
セ
ラ
V

タ
リ
シ
モ
ノ
ユ
ジ
ア
凝
集

ー債

一
二
八
f

じ
い
ヲ
得
、
－
F－
二
免
疫
元
量

－・

O
耗
ヲ
注
射
セ
ク
レ
タ
リ
ジ
一
例
A

二
五
六

O
倍
ノ
凝
集
債
ヲ
示
ジ
タ
リ
。

（
三
）
、
凡
ア
ノ
動
物
ヲ
遁
ジ
テ
免
疫
元
注
射
後
二
週
間
目
ェ
及
ピ
ア
猶
且
ッ

一
週
間
目
ニ
示
シ
〆

y
シ
凝
集
債
ヲ
維
持
ジ
タ
Y
カ
或
A

却

4

プ
低
ク
ナ
リ
ノ
タ
y

J

何
レ
カ
ニ
ジ
ア
、
凝
集
債
ガ
見
疫
元
注
射
後
二
週
間
目
迄
漸
次
上
昇
セ
M
Y

モ
ノ
A

一
例
毛
ナ
カ
リ
キ
。

（
四
）
、
一
野
刈
川
町
子
。
ク
。
チ
。
ひ
い
あ
ぷ
吋
仏
虻
世
町
民
セ
oy
o
－－判明九ハ町－

E
V即
船
川
除
勧
町
村
む
・
仰
向
一
h
h
w
b
r
一
酌
円
一
侍
れ
れ
川
。

一凧
ヘ
今
わ



h
’
チ
円
」
－

L
玖
0
・－
h
r
至
ひ
～
五
山
町
、
－
一
ア
叫
何
日
夕J
F

凝一
ダ加国
J

全

弐

ク
チ

ン
し
ノ

O
ハ
｛
払
至
ふ・

E
耗－一

f
fr
y凝
一
ダ
骨
ヨ
9

わ
か
ご
草
川
一

大
ナ
リ
キ
。

c 

「
チ
ア
ス
ヲ
ク
チ
ン
」
合
菌
睦
食
堕
水
浮
瀞
液
0
・一、

0
・
五
及
ピ
了

O
耗
注
射
ノ
場
合

所
見
ハ
第
一
二
表
ニ
示
サ
レ
タ

y
。

第

一
二
表

「チ7スワクチンL含菌健食礎水浮瀞液0・て0・五及ビ了O粍法射後／凝集債（家兎）

家

一一 一 一 一一

一盛兎番一八七 六五； 四 三
卒 卒 卒

♀♀  ♀♀  ♀ ♀ 
性
g11 

惚

一 一 一 均二一
均一七 均一六 二九 重

ムノ、 zー二 五四 O 七
、主ー主〆。。 。。 。。
量免
~ 

－－－ー・ ・・ー’－ _ .. 0 0 0 0 0 0 7C 
－－．  ・・． 〈注
0 0 0 五五五 一一一 きち射

法

四六三 身f
J¥ A A ・・・・固 ・ー－・ ・ーー畠 八四 二
0 0 0 性陰O性陰c 性陰0 

。。。 断l

一
七

一 一 三 二五 三 五 一 詮

丸 五二 八 五一 ー 一・ 一 日
一 一

ニ六八 四六ニ 0 二八
0 0 0 0 0 0 0 0 0 問

一 ~t 

十

一 ー 一 一 ー ー 一 四

，、－ ＝ 九 二五 九 :Ii. 二 日 後0 八 二 ニ 八六 ニ 六八
0 0 0 0 0 0 0 0 0 間

概

括

（
一
）
、
「
ヲ
ク
チ
ン
」
中
－
一
合
有
セ
U
F

「
菌
韓
」
ノ
ミ
ア
見
疫
元
ト
ナ

ジ
ア
注
射
セ
Y

ェ
、
注
射
後
一
週
間
目

月
六
例
共
千
倍
以
上
ノ
凝
集
債

ヲ
示
ジ
タ
リ
。
郎
チ
其
量
0
・
－
及
ピ

0
・
五
括
ノ
各
一
例
A

五
一
二

O
倍
、
同
0
・
五
及
ピ

0
・
一
括
ノ
各

一
例
A

二
五
六

O
倍
、
残
ソ
ノ

二
例

所

見

第
多
品
位

F寸

原

箸
』」

伊

藤

七

（
第
夜
放

一
七
）



第
参
鼻
哲

司E..... 

藤

伊

F『

原

八．

（
第
変
貌

一
八
〉

A

一
二
八
O
倍
ノ
凝
集
債
ヲ
呈
シ
タ
リ。

合
己
、
免
疫
元
注
射
後
二
週
間
目
A

兎
疫
元
量
0
・
一
日
比
ヲ
得
タ
η
ノシ
第
二
ニ
競
家
兎
ニ

於
ア
ノ
ミ
一
週
間
目
ノ
凝
集
債
一

二
八
O
倍
ア
持

績
セ
Y

毛
、
y
ノ
他
ノ
五
頭
ノ
質
験
動
物
－一ア
A

線
e

プ一

週
間
目
ノ
凝
集
償
ヨ
リ

モ
却
－ア
減
弱
セ
p
。

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
．
、
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
‘
．
．
．
．
．
．
 

－
（
三
）
、
要
ス

ル
ニ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
中

ユ
合
有
セ
Y
『菌
鰹
』
ノ
ミ
ヲ
注
射
セ
Y

ニ
0
・
で

0
・
五
乃
至
－・

o
f使
貯
宣
U
F
ザ内

紫
ハ
Lr
b
が

£
骨
骨
一
骨
子
、
ク
、チ
、ン
己
主
一
六
ク
、
ヘ
ン
、
」
い
あ
恥
ハ
か
ど
、
－
一
戸
、
県
伊
、
ひ

ぷ

お

九

一
、
会
、
子
、
六
ペ
コ
、トゼ．
シ
。
式
即
一
船
三

九

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0

0

3

0

、
、
、
．
、
，
．

量
（
食
盟
水
浮
瀞
液
）
ヲ
0
・五
ヨ
P

7
0
ニ
増
量
セ
Y

ニ
凝
集
債
ノ
産
生

A
0
・五
ノ
場
合
ヨ

y
モ
却
ア
減
弱
セ

ク
。
此
ノ
閥
傑
プ
十
↓
h

l

h打

、
、
、
、
、

、，、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．． 
、、

チ
ン
」
ニ
於
ヶ
Y
ト
正
反
調
－
一
シ
ア
「
ワ
ク
チ
ン
L
上
澄
－一於
ケ
Y
ト
同
一

ナ
y
。
而
ジ
ア
注
射
後
七
日
目
ヨ
リ
モ
十
四
日
目
ノ
凝
集
債
ノ
方
ガ

減
少
セ

9
0
此
ノ
事
賓
A

「
ヲ
ク
チ
ン
」
及
ピ
「
ワ
ク
チ
ン
」上
積
ヲ
以
－
ア
ノ
所
見
ト
金
ク

一
致
セ
y
。

「チ

フ
ス
ヲ
ク

チ
ン
」強
液
0
・
一
．
0
五
及
ピ
一
・O
見
注
射
ノ
場
合

D 

所
見
A

第

一
三
表
ニ
示
サ

ν
タ
9
0

第

一一－一表

「チフヌワクチン」池池波0・一、0・五及ビ一・O路詑射後／凝集償（家兎）

雪長一 一 見

0 九 」祷し卒 司王 ！ 

♀ t t ♀ l t 
Zリ

一 一 一 一一一
惚

重均七 三均 ：li. 九
丸る 八 四四 〆ヘ。。 。。 、夫_, 

量疫免

0 0 0 0 0 0 フE－・． ． 
立：＿，ヘEふ’射• .£ 五 五. ch ー一一

注

一ー 一一 一一 射
一一 一

三二 凶 ー 一 一- ~・ ·－

0 0 0 0 0 0 前

一
七

一一 一 一 日
注

ー 一 九六 二一一一
八八八 穴凶 八
0 0 0 0 0 0 問

ー 身す

十

四

四 一六 四 三 六 日 後0 六凶 八 二問
0 0 0 0 0 0 間



子

♀ 

九七
一占

ーー ノ、

「＂） （、ー

一・

o

四
O

一
六

O

一
二
八

O

一
二
八

O

t 

了
。

六
四

O

二一

O

二
四

均

一・
0

－0
0
 

九
穴
O

八
O
O

所

見

概

括

（
一
）
、
兎
疫
元
ト
シ
ア
「
チ
プ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
陶
土
壁
鴻
過
液
ヲ
家
兎
ニ
注
射
シ
タ
Y

ユ
血
清
ノ
凝
集
償
A

耗
ノ
二
例
及
ピ
同
0
・
－
並
ピ
ニ
同
一
・

O
托
ノ
各
一
例
A

一
二
八

O
倍
ト
ナ
リ
残
リ
ノ
二
例
A

六
四

O
倍
ト
ナ

y
タリノ。

（
二
）
、
二
週
間
目
ニ
A

免
疫
元
量
で

O
耗
－
一
ア
A

一
二
八

O
倍
ナ
リ
シ
モ
ノ
ガ

ソ
ノ
債
ヲ
維
持
シ
タ
Y

ニ
止

y
、
残
リ
ノ
ノ
五
例
A

線
ア
一

週
間
目
ノ
凝
集
債
ヨ

y
毛
低
下
セ
リ
。
郎
チ
免
疫
一克
量

0
・
五
託
ノ

一
例
A

凝
集
償
一
二
八

O
倍
ヨ
η
ノ
一
六
O
倍
－一下
η
ノ
、
他
ノ
四
例
A

線－
Y

一
週
間
目
ノ
凝
集
償
ノ
竿
分
ト
ナ
レ

y
。

六

賓

験

結

果

糟

括

前
記
諸
質
験
ノ
目
的
A

（
一
）
全
「
ワ

ク
チ
ン
」
、（
二）
「
ワ
ク
チ
ン
」
遠
心
上
湾
液
、
全
一）
「
ヲ
ク
チ
シ
」
合
商
鰻
及
ピ
（
四
）
「
ワ
ク
チ
ン
し
陶
土

壁
鴻
液
ヲ
人
及
ピ
家
兎
ュ
使
用
ジ
タ
Y
結
果
、
其
ノ
免
疫
一
花
性
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
凝
集
債
ヲ
指
標
ト
鴻
シ
ア
比
較
セ
ン
ト
欲
ス

Y

ニ
ア
リ
。
而

γ
ア
此
中
－
一
－
ア
モ
（
二
）
・
（
三
）
ニ
就
ア
比
較
ス

Y

コ
ト
ガ
質
験
ノ
主
眼
ト
ス
Y
所
ナ

y
。
此
際
見
疫
元
性
能
働
力
強
弱
ノ
程
度
ガ
種
々

－
一
ア
ア

。。。。

y
ペ
キ
「
ワ
ク
チ
ン
」
構
成
悶
子
タ

y
『卜ぃ常
一
及
ピ
『
菌
鰭
』
ヲ
同
一
個
瞳
－
一
一
致
問
注
射
ジ
タ
Y
結
果
－
一
－
プ
A

、
異
－
一
其
ノ
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
比
較

0

0

0

 

ジ
符
ザ
Y

モ
ノ
ナ
Y
7
以

d

プ
、
（
二
・
つ
二
・

2
一
）
ノ
見
疫
元
ノ

一
定
量
（
0
・
五
括
ト
カ
二
・
O
括
ト
カ
）
ヲ
一
同
限

y
注
射
ジ
ク
Y

成
績
ヲ
考

査
比
岐
シ
ァ
、
以
ア
免
疫
元
性
能
働
力
ノ
大
小
ヲ
比
較
ス
Y

ノ
方
針
ヲ
取
リ

シ
モ
ノ
ナ
リ
。
此
貼
－
一
就
－
プ
』
免
疫
元
材
料
ノ
有
ス
w
y

見
疫
元
性

能
働
力
ノ
比
較
方
法
－
一
関
ス

Y
烏
潟
数
授
ノ
費
表
（
醤
皐
中
央
雑
誌
第
四
四
四
及
ピ
第
四
四
五
競
）
ヲ
委
照
セ

ヨ。 一
週
間
目
ニ
A

免
疫
元
最
0
・五

サ
ア
余
等
ノ
宮
験
結
果
川
一
概
々
ナ
Y
方
向
ヨ
リ
総
括
ジ
ア
考
察
ス
Y

コ
ト
ヲ
符
ペ
シ
。
以
下
之
ヲ
順
究
－
一
記
述
セ
ン
。

第
点
少
品
世

F『

原

著

伊

藤

九

〈
第
安
時伽

－
・
九
〉



第
h
m
J
品
位

F『

原

伊

箸
』」

藤

ニ
O

（第
4
宮
崎
肌

ニ
O
〉

で
血
溝
稀
稗
倍
鑑
－
：
四
O
ヲ
基
準
ト
セ
ル
平
均
凝
集
債
ノ
推
移

人
ニ
－
プ
モ
家
兎
－
一
ア
毛
健
常
血
清

A
7・四
O
倍
迄
「
チ
フ
ス
」
商

－
一
封
ス

Y
凝
集
債
ヲ
有
ス

Y

場
合
多
数
ナ
リ
ジ

ユ一鑑
ミ
、
四

O
倍
以
上

0
 

ノ
幾
倍
ノ
血
清
稀
稗
度
迄
陽
性
ノ
凝
集
反
感
ヲ
示
ジ
タ
Y
カ
ヲ
計
算
シ
、其
ノ
稀
蒋
倍
数
ヲ
人

二
就
ア
ノ
検
査
－
一
於
－
ア
A

任
意
ノ
玉
例
宛
平
均

。
。

し

γ

、
家
兎
ヲ
以
－
プ
ノ
質
験
－
一
於
ア
A

任
意
ノ
二
例
宛
平
均
ジ
ア
、第
一

四
及
ピ
第
一
五
表
ヲ
得
タ
リ
。
而
ジ
ア
以
上
ノ
所
見
ヲ
曲
線
ヲ
以
ア
示

セ
U
Y

エ
第
一
闘
ヨ
リ
ノ
第
五
圃
迄
ヲ
得
タ

9
0

第
－
四
表

上溢 l 富一！

過

稀
鹿
何
合
数
ヲ
四
O
傍
ヲ
基
準
ト

シ
テ
計
算
シ

五
例
ヅ
、
平
均

シ
タ
ル
凝
集
債
所
見
（
人
〉

後

液

四
・
八

一一． 
一一

第
一
五
衰

稀蒋位回数ヲ凶O倍ヲ基準トシテ計算シ

一一例宛平均シ9ル凝集償所見（中東兎）

櫨 菌 上 会
疫註

ワ

過 ク
元射

チ 種用

液 慢 澄 :y 別免

-oo -00 --0 0 -- 0 0 身注す

0 五 一 o五 一
．．．  

盆
？託 子干．ー 。 五一

一 一・ 注免
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唱
A
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12 

10 

15 

円
4
a
U
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A
せ

9
d
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A

山首
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W
W
桝
ポ
謡
A
I

（

第

出
札
曲
部
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句事長
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及。ニ
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-Yo 単語

柿o I 

成。 0 1 2 3 
セn →注射後経過日数 ー ー

。第一二悶「ワ クチン」「上澄」及ピ「含底l櫨」ノ免疫苅性能働力／人骨量＝於ケル比較
討i射用量 2.0事e7以テt量生セラレタル凝集素ノ増加さドノ推移

二o （第二O表参照｝

骨
用
品
少
品
位

F『

原

H業

（
第
査
時現

三
凶
）

箸
‘d 

伊

i叫

、4

"" 

B 

60 
59 

53 
5~ 

20 

H
a
d晶

E
q
u
のh
M

官
且

A
V
O
U
O
の
円
t

n
U
F
D
a告
。

ο
の
必
胃
A

1
1
1
1
1
1
 

50 

40 

30 

45 

;j;) 

25 

合
己
、
「
ヲ
ク
チ
ン
」
上
徳
川
A

「
ワ
ク
チ
ン
」
合
有
ノ
『
菌
健
』
ニ
比
ス
レ
バ
著
ジ
ク
抗
原
性
能
働
力
強
シ
。

14 10 戸

I 

人－
一於
ヶ
と

7
0
耗
ノ
場
合
及
ピ



家
兎
－
ご
炉
、
ヶ
U

F

O

－
一
並
ピ
－
二
・
O

括
ノ
場
合
、

「
ヲ
ク
チ
ン
」
上
被
－一
ヨ
M
Y

凝
集
債
A

「ヲ
ク
チ
ン
」
ヲ
以
ア
セ

Y

モ
f

ユ
比
シ
小
カ
リ
ジ
ガ

（
是
レ
営
然
）
、
人
二
一
於
ケ
グ
ノ

0
・
五
括
ノ
用
量

－一－
7

A

「
ヲ
ク
チ
ン
」
モ
「
上
湾
」
モ
大
差
ナ
ク

、
家
兎
－
一
一
炉
、
ヶ
U

F

O

－
五
括
ノ
際
A

「
上
清
」
ノ

方
ガ
金
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ヨ
リ
モ
却
ア
大
ナ
Y
凝
集
償
ア
産
生
セ
ジ
メ
タ
リノ
。

（7
一
）
、
之
ニ
反
シ
「
ワ
ク
チ
ン
」
合
有
ノ
「
菌
鰻
」
‘
A

極
メ
ア
僅
カ
ユ
凝
集
債
ヲ
高
ム

Y
力
ア
グ
’ノ
ミ
ナ
リ
ノ
。
人
－
一
一
於
’
プ
A

約
二
・

O
括
中
／

「ワ

ク
チ
ン
」
ニ
合
有
セ
タ
レ
タ
Y
菌
鰻
ガ
、
注
射
前

7
・八

O
ノ
凝
集
債
ヲ
十
日
乃
至
十
四
日
目
ニ
一
於
ア
了
二
二
二

O
－二
ロ阿
メ
得
タ
Y

二
例

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
 

ア
M
Y

ノ
ミ
ユ
シ
ア
、
千
倍
以
上
ノ
凝
集
債
ア
「
蘭
陸
Lノ
ミ
ニ
ア
弟
ゲ
得
シ
モ

ノ
A

一
例
モ
見
常
－
フ
ズ
0

・家兎－一一炉、，
プ
A

「ワ

ク
チ
ン
L
7
0

耗
中
ノ
「
菌
糟
」
ヲ
注
射
セ
ラ
V

タ
U
F

一
例
ガ
二
週
間
目
一
二
於
－
プ
了
。
三
二

O
ノ
凝
集
債
ヲ
梨
グ
、
ソ
ノ
他
A

何
V

モ
千
倍
以
上
ノ
償
ヲ
呈
ジ
タ

y
ガ
、
然
ジ
其
ノ
成
績
ヲ
「
上
被
液
」
ノ
ミ
ノ
作
用
一
一
比
ス

Y
時
A

猶
ソ
ノ
抗
原
性
能
力
非
常

－
一
小
ナ
リ
ノ
キ
。

（
四
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
減
過
液
三
別
記
ノ
三
者
ト
趣
ヲ
異
－
一
ス
。
前
記
三
者
二
ア
リ
ア
A

人
－
一
於
ア
A

十
日

l
十
四
日
ノ
間
ニ
最
高
ノ
峰
集

債
ニ
達
ス

Y

－
一
、
総
過
波
A

然－
Y
ズ
。
早
キ
A

二
十
四
時
間
遅
ク
モ

一
週
間
ノ
間
ニ
注
射
前
ノ
凝
集
償
ノ
二
倍

二
高
？
リ
ノ
、
蓮
カ
ニ
注
射
前
ノ

朕
態
－
一
復
蹄
ス
U
F

ヵ
、
或
A

却
47
注
射
前
ヨ
リ
モ
低
キ
凝
集
償
ヲ
示
ス。

0
・
五
括
ノ
際
A

三
例
迄
少
ジ
モ
一
獲
化
ナ
カ
リ
キ
、
家
兎
ニ

一炉、－ア
A

何
レ
ノ
場
合
モ
七
日
目
ガ
最
高
ナ
9
ジ
ガ
、
液
過
液
A

七
日
目
ュ
一

二
八
O
倍
ノ
モ

ノ
ガ
四
例
、
二
週
間
目
ニ
A

ロ
ハ
一
例
三
過
ギ
ザ
リ
キ。

（
五
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
上
減
、
「
ヲ
ク
チ
ン
」
合
菌
韓
、
「
ヲ
ク
チ
ン
」
鴻
液
ノ
用
量
ガ

0
・
五
托
ト
二
・

O
托
ト

ノ
場
合

－
一
費
生

ス
Y
凝
集
債
ヲ
人
二
就
ア
比
駿
ス
レ
バ
二
・

O
括
ノ
方
ガ
大
ナ
リ
。
第
一
四
表
及
ピ
第

一
六
表
一
一
ア

A
上
ぽ

A
0
・
五
耗
ノ
方
ガ
二
・
O
は
ノ
時

ヨ
リ
高
キ
ヤ
ク
ナ
レ
ド
、
之

A
0・
五
括
ノ
中
ュ
非
常
－
一
高
キ
慣
ヲ
示
ジ
タ
U
Y

モ
ノ

一
例
ア

y
シ
タ
メ
ユ

シ
ア
、
五
例
ヲ
遁
ジ
ア
観
察
ス

Y
時

三
7
h
－托
ノ
方
ガ
ヨ
ソ
大
ナ
U
F

抗
原
性
能
働
力
ヲ
有
ス
ト
云
フ
モ
差
支
ナ
シ
。
家
兎
三
於
－
7

A

「
上
減
」
、
「
商
韓
」
共
－
・

O
括
ノ
場
合
ガ

0
・一

及
ピ
0
・
五
括
ノ
場
合
ヨ
リ
ノ
モ
小
ナ
Y
凝
集
債
ヲ
産
生
シ

タ

y
。
之
－
一
反
シ
全
「
ヲ
ク

チ
シ
」
ヲ
注
射
セ
Y

ニ
一
・

O
比
ノ
場
合
ガ

0
・一

乃
至

0
・
五
托
ユ
於
ケ
U
F

ヨ
ソ
モ
大
テ
Y
凝
集
債
ヲ
産
生
セ
司
ノ
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

へ
六
）
、
要
ス

Y

－
弓
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
有
ス
w
y

免
疫
元
性
能
働
力
A

其
中
ニ
合
有
セ
グ
『
南
緯
』
－
一
蹄
ス
ペ
キ
ヨ
ソ
モ
却
－
ア
「
ヲ
ク
チ
日
」
恭
液
（
上

掛
用
品
ぜ
品
世

F園、
鹿

箸
』J

伊
・
藤

五

（
第
f
y時
抗

三
・
九
〉



第

多

品

管

【

原

著

】

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

務
液
）
中
ュ
集
中
セ

Y

屯
ノ
ナ

y
。

（
七
）
、
金
「
ワ
ク
チ
ン
」
A

凡
ア
ヲ
包
合
uv
居
M
Y

モ
ノ
ナ
M
Y

ガ
故
三
免
疫
元
性
能
働
力
最
大
ナ
Y

ペ
キ
A

元
ヨ
p
明
白
ナ
Y
所
ナ
リ
。

然
グ’

ニ
一
定
量
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
構
成
uv
居
と
一

ッ
ノ
因
子
中
ノ
一
ツ

タ
y
「
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
ガ
、
業
他
ノ
因
子
タ
Y
「
ワ
ク
チ
ン
し
含
有
菌
櫨
ヨ

y

毛
、
免
疫
元
性
能
働
力
却
ア
顛
著
－
一
大
ナ
Y
A
如
何
ナ
Y
理
由
二
本
ク
ャ
。
思
フ
ニ
「
ワ
ク
チ

ン
」
ヲ
製
造
ジ

タ
Y
直
後
A
イ
ザ
知
－ブ
ズ
、
之
ヲ

0

0

0
 

保
存
シ
－
プ
一
定
時
日
ヲ
経
過
ス
Y
時
A

、
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
有
効
期
間
一
（
三
筒
月
）
中
－
一
一
於
ア
、
免
疫
一冗
ノ
大
部
分
A

自
然
－
一
蘭
鰹
ヲ
去

2
ア
溶

液
中
へ
移
行
シ
、
蘭
鰹
A

輩
－
一
菌
澄
ト
ジ
ア
「
ワ
ク
チ
ン
」
中
二
存
在
ス

Y

コ
ト
モ
理
由
ノ

一
ツ
ナ
ラ
ン

。。
。

此
故
ニ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
合
菌
韓
ヲ
集
メ
夏
－
一
再
ピ
新
鮮
ナ
Y
食
瞳
水
－
一
浮
瀞
セ
ジ
ム

Y
時
λ

、
業
ノ
直
後
三
於
－
ア
A

蘭
鱒
中
ニ

一免
疫
元
性
能

働
力
ガ
集
中
セ
グ
’ガ
如
キ
モ
二
定
期
間
（
三
筒
月
以
内
）
ヲ
経
過
ス
Y
時
A

、
再
ピ
免
疫
元
ノ
大
部
分
川
蘭
慢
ヲ
去

y
－
ア
基
液
中
へ
溶
解
性
－
一

移
行
ス
U
F

モ
ノ
ナ
ラ
ン
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

此
ノ
如
ク
ニ
シ
ア
「
ヲ
ク
チ
ン
L
ト
稀
ス

Y

「
菌
浮
瀞
液
」
A

禁
ノ
基
液
ヲ
更
新
ス

Y
都
度
一
戸
足
時
日
ヲ
経
過
ス
レ
バ
兎
疫
元
ノ
大
部
分
A

碁

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0

0

0

0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
0
 

液
中
二
一
溶
解
シ
ア
集
中
シ
、
菌
鰭
A
漸
究
葉
ノ
免
疫
元
性
能
働
力
ヲ
滅
弱
ス

Y

－一至
Y

モ
ノ
ナ
Y
ガ
如
シ
。
兎
毛
角
モ
普
通
使
用
－一
供
セ
ラ

ν

。
。

ヅ
、
ァ

y
「
チ
フ
ス
ヲ
ク
チ
ン
」
中
ノ
免
疫
元
性
能
働
力
ガ
菌
億
二
在
Y

ニ
非
ズ
ジ
ア
、
顛
著
ノ
莱
ヲ
以

d

プ
却
ア
「
ワ
ク
チ
ン
」
基
液
中
由
一
立
読

セ
ラ
レ
タ
Y
ノ
事
責
A
「
菌
穂
』
ヲ
主
ト
ス

Y
「
ワ
ク
チ
ン
」
皐
設
ヲ
甚
ダ
ジ
ク
動
揺
セ
シ
ム

Y

モ
ノ
ナ

y
ト
ス
。

「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
陶
土
壁
櫨
過
液
ガ
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
上
湾
液
ヨ

y
モ
免
疫
元
性
能
働
力
小
ナ
n
y
ジ
A

、
思
フ
ニ
免
疫
元
性
能
働
力
ヲ
荷
ヒ
屑
w
y

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

穣
解
性
物
質
ガ
陶
士
壁
－
一
ア
吸
着
セ
ラ
Y

、
コ
ト
多
キ
ノ
致
ス
所
ナ
ラ
ン
。
溶
解
扶
態
－
一
ア

y
ト
A

言
へ
煮
沸
兎
疫
元
ヨ
リ
ノ
モ
生
見
疫
一
加
ノ

方
ガ
陶
土
壁
－
一
－
7
多
ク
吸
着
セ
ラ
w
F

、
ガ
如
シ
。

八
「
ワ
ク
チ
ン
」
構
成
因
子
ト
血
中
出
現
白
血
球
飽
載
ト
ノ
関
係

勝
呂
博
士
A

免
疫
元
ト
シ

ay
注
射
セ
－
フ
レ
タ
Y
材
料
ノ
「
毒
カ
」
ト
「
血
中
出
現
白
血
球
数
」
ト
ノ
間
二
A

一
定
ノ
開
係
ア

y
、
卸
チ
毒
カ
過

大
ナ
Y
時
A
却
ア
白
血
球
過
少
（
F
o
u
gマ
旦
⑦
）
ヲ
惹
起
ス

Y

モ
ノ
ユ
ジ
－
プ
、
一
定
ノ
毒
力
ノ
範
圏
内
－
一
於
ア

A
「
毒
力
」
大
ナ
レ
バ
大
ナ
Y
程

伊

藤

ーム，、

（第
接
続

一
ム
ハ
）



白
血
球
数
ノ
血
中
ニ
出
現
ス

Y
程
度
モ
亦
タ
従
ア
大
ナ
Y

モ
ノ
タ
Y

ヨ
ト
ヲ
論
ジ
タ

y
u

尉
制
州
敬
授
A

「
免
疫
元
ト
シ
ア
注
射
セ
－
フ
V

タ
M
F

物
質
ガ
異
－
一
兎
疫
元
ト
シ
ア
動
物
館
中
－
一
一
於
－
ア
利
用
セ

ク
山戸、
A

、
業
ノ
物
質
ガ
先
グ
第

、
、
、
、
、
、
、
、
、

一
ニ
喰
細
胞
元
形
質
中
へ
掻
取
セ
ラ

y
、
コ
ト
ナ

y
、
悲
－
一
於
－
ア
始
メ
ア
見
疫
的
機
轄
ノ
端
緒
ヲ
接
ス

Y

モ
ノ

ナ

y
。
如
何
ナ
wy

見
疫
元
性
材

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

料
ト
雄
ソ
レ
ガ
韓
中
－
ご
於
4
7
喰
細
胞
－
一
一
輪
取
セ
－
フ
レ
ザ
市戸
時
A

決
uvd

－
プ
免
疫
元
ト
ジ
47

A

作
用
セ
ザ
Y

モ
ノ
ユ
シ
ア
、
此
際
－
一

A

或
A

高
等
細

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
コ
0

0
3

0

0

胞
ア
犯
シ
4
7
中
毒
症
朕
ヲ
惹
起
シ
、
或
A

車
－
一
組
織
中
ヲ
透
過
シ
ア
鴎
外
－
一
排
地
セ
ラ

レ
終
Y

－
一
週
ギ
ザ
グ
’
モ
ノ
ナ

y
。
放
出
免
疫
一芳
則
呆
シ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

3

0

0

。

ア
見
疫
元
ト
ジ
ア
役
立
ツ
ヤ
否
ヤ
ヲ
研
究
ス
Y

－
二
同
時
ニ
喰
細
胞
（
狭
義
ノ
白
血
球
）
ノ
闘
係
ヲ
モ
研
究
間
蜘
ス
ペ
キ
デ
判
・
ヲ
必
妻
ト
ナ
ス

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

コ
ト
』
ヲ
説
カ
レ
タ

y
。
換
号
一
ロ
ス
レ
バ
一
定
度
ノ
白
血
球
過
多
ヲ
起
ス
ペ
キ
ヲ
必
要
候
件
ト
鴻
シ
、
反
劉
－
一
白
血
球
過
少
ヲ
起
ス
ガ
加
キ
際
－
一

A

、
免
疫
獲
得
機
樽
ガ
開
害
セ
ラ

y
、モ

ノ
ナ

y
ト
説
カ
レ

タ
y
p

余
等
月
上
丈
－
一
於
－
プ
「
ワ
ク
チ
ン
」
構
成
因
子
中
「
ワ
ク
チ
ン
」
基
液
（
上
持
）
ニ
A

免
疫
元
性
能
働
力
照
著
－
一
シ
ア
「
ワ
ク
チ
ン
」
含
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A

免
疫
元
性
能
働
力
甚
ダ
微
弱
ナ
Y

コ
ト
ア
立
読
セ
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故
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一
一
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－
一
進
ン
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－
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ノ
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等
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「
ヲ
ク
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構
成
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子
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0

0

0

0

0
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白
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y
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載
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Y

モ
ノ
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ナ
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入
品
於
ケ
ル
研
究
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果

甲
ム

会
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・玉、

一・

O
及
ピ
二
・
O
耗
注
射
後
ニ
於
ケ
グ
’血
中
白
血
球
総
数
ノ
推
移

所
見
A

第
二
一
表
ヨ
リ
ノ
第
二
三
表
迄
－
一
示
サ
レ
タ

y
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「
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・
五
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詮
射
後
二
一
於
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ル
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－
容
積
内
白
血
球
数
及
ピ
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性
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核
白
血
球
M
N
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一
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七
二
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五

四
九
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五

三
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六
O
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六
%

セ
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四
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一
三

一
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九
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一
三
六
五
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五
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九
九
0
0

五
六
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一一

八
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五
八
%

一
三
一
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五

六
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四
六
0
0

四
一
%
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閥
五

O

問
五

%

丸
二
一
九

五
－
d
M

一O
六
五
O

六
三
%

七
九
七
五

五
O
%

五
九
二
五

五
二

%

一一
O
二
五

五
四
%

八．

七
二
七
去

五
三

%

八
六
七
五

五
八
%

五
O
玉
O

一一一
九
%

九へ張。
五
七

μ

七
二
－

o

四
八
%
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O
）
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%

八
－
二
三

五
五
%

八
Fa＝－

－一

一%

「
チ

フ
ス
ワ
ク
チ

ン
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0
施
注
射
後

ユ
於
ケ
ル
血
液
単
位
容
積
内
白
血
球
数
及
ビ
中
性
多
核
白
血
球
%
歎

（借用
安
城六

八
0
0

五
四

%

八
八
五

O

五
七
%

五
六
五

O

五＝一
%

一
O
九
七
五

六
O

M
N

七
＝
二
五

玄
四
%

四
五－o

d
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八
）

六
七
一一五

六

一
%

七
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四
七
%

七
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五

五
七
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六
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五
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一
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O
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今
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六
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白
血
球
増
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八
三
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五
例
中
最
大
増
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数
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フ
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ワ
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議均山 岡山宮者

某某某某某姓

法
・・岡・・ －－－ー －・・ー ・・・M・
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凶
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去
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（
－
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
六
時
間
目
ニ
A

線
－
プ
ノ
場
合
一
一
一
炉
、
－
プ
注
射
前
ヨ

y
幾
分
ナ
リ
ノ
ト
モ
血
中
白
血
球
数
A

増
加
セ

y
。
而
シ
ア
ソ

ノ
最
大
ノ
増
加
数
A

「
ヲ
ク
チ

y
」量
0
・
五
詫
ノ
際
A

五
八
二
五
（
第
一
二
表
第
三
例
）
、
同
－
・
O
括
ノ
際
A

八
三
七
五
（
第
二
二
表
第
七
例
）
、

同
二
・

O
括
ノ
際
A

四
九
七
五
（
第
二
三
表
第
一

一
例
）
ヲ
数
ヘ
タ
リ

U

。
。
。
。

印
チ
人
ニ
於
テ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
一
回
二

0
・
五
乃
至

7
0
銘
注
射
ジ
タ
U
F

後
A

六
時
間
目
二
於
－
ア
白
血
球
ノ
増
加
数
モ
亦
之
－
二
連
行
ス
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、
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、
、
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、
、
、
、
、
、
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、
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、
、
、
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、
、
、
、
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、
‘
．
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、
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．
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、
、
、
、
、
、
、
、
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毛
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
用
量
ヲ
一
回
二
・
O
耗
ト
ナ
ジ
タ
Y

－
一
六
時
間
目
ュ
於
ケ
Y

白
血
球
増
加
数
A

却
ア

一
・
0
込
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ヨ

y
モ
減
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0

0

0

0

0
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0
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按
ニ
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使
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シ
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「
ワ
ク
チ
ン
」
－
一
於
’
プ
二

7
0
耗
ノ
注
射
量
－
一

－7
A

毒
力
却
ア
過
大
ト
ナ
リ
ノジ

モ
ノ
ト
考
ヘ

ラ
M
Y

（第一

五
圃
曲
線
V
牽
照
）
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（
二
）
、
注
射
後
六
時
間
目
ガ
血
中
白
血
球
増
加
ノ
頂
結
ト
ナ
リ
ジ
モ
ノ
A

下
ノ
如

ν
。
郎
チ
「
ワ
ク
チ
ン
」
量
0
・
五
耗
ノ
際
A

五
例
中
三
例

（
第
一
、
第
四
及
ピ
第
五
例
）
、
同
一
・

O
括
ノ
際
A

五
例
中
四
例
（
第
六
、
第
七
、
第
九
及
ピ
第
一

O
例
）
、
同
二
・

η－路
ノ
際
A

五
例
中
三
例

（
第
一
二
、
第
二
ニ
及
ピ
第
一
四
例
）
－
一
ジ
ア
残

y
ノ
玉
例
A

十
二
時
間
回
二
於
ア
始
メ
ア
血
中
白
血
球
増
加
ノ
頂
黙
ヲ
示
セ
リ
。
故
－
一
一
般

、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
。

。
。
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、

－
二
人
間
－
一
在

y
－7
A

「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
六
時
間
目
ガ
血
中
白
血
球
数
ノ
最
大
債
ヲ
示
ス
モ
ノ
ト
考
ヘ

ラグ’（
第
一
三
闘
及
ピ
第
一

四
闘
曲

線
V
塞
照
）
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（
一
二
）
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
後
十
二
時
間
目
ニ
血
中
白
血
球
数
ガ
略
ポ
注
射
前
ノ
朕
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－
一
復
防
・ジ
タ
Y

ヵ
、
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A

ソ
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以
下
－
一
減
少
ジ
タ
M
F

場

合
A

下
ノ
如
ジ
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印
チ
「
ワ
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チ
ン
」
量
0
・
五
姥
ノ
際
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一
一
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例
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四
及
ピ
第
五
例
）
、
同
一
・
O
括
ノ
場
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三
例
（
湾
七
、
第
九
及
ピ
第
一

O

例
）
、
同
二
・

O
い
比
一
一
ア
一
例
（
第
一
二
例
）
ナ

y
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「
ワ
ク
チ
ン
」
量
0
・
五
持
及
ピ
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・

O
姥
ノ
際
－
一
於
ケ
Y
各
二
例
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第
一
、
第
一
二
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第
六
及
ピ
第
八
例
）
、
同
二
・

O
九
ノ
場
合
－
一
於
ケ
Y
三
例

（
第
一
一
、
第
一
四
及
ピ
第
一
五
例
）
A

二
十
四
時
間
目
－
一
－
ア
白
血
球
数
正
常
－
一
復
ジ
タ
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－
一
マ

タ「
ヲ
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ン
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量
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及
ピ
こ
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銘
ヲ
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ヘ
タ
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ノ
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第
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第
二
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）
A
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間
目
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ア
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亦
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ニ
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－
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量
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ヲ
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．
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－
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－
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．
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．
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モ
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白
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モ
ノ
ナ
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一
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ピ
一
四
闘
昼
照
）
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四
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、
注
射
後
四
十
八
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迄
ノ
血
中
白
血
球
教
ノ
増
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ヲ
各
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五
名
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ニ
ツ
キ
ア
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Y
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果
A
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－
プ
モ
動
物
ニ
山
首
シ
毒
力
過
大
ナ
Y
ガ
鶏
－
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－
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菌
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。
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ノ
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＋
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六
五
%

－ニ
O
九
O

宮
北
丸
ゲ
バ

九
五
五
O

穴
一
%

白
血
球
数
増
（
滅
）

一
八
七
丸

（四）
M
N

×
白
血
球
増
加
数
七
二
七
況
〈
五
例
中
／
最
大
増
加
数
）

括

（
一
）
、
免
疫
一
冗
ト
ジ
テ
「
ワ
ク
チ
ン
1
繍
被
（
腎
験
材
料
ノ
健
ヲ
牽
照
セ
ヨ
）
ヲ
注
射
ジ
タ
Y
後
、
六
時
間
目
ユ一
於
－
プ
胤
中
白
耐
球
ノ
線
数
ガ
増

加
y

頂
貼
ト
ナ
η
ノ
ジ
モ
ノ
免
時
一
冗
景

0
・
宣
艶
－
一
ア
二
例
（
第
三
七
及
ピ
第
コ
一
八
例
）
、
同
二
・

0
艶
－
一
テ
三
例
（第
四
一
、
鵠
四
コ
一及
ピ
第
四
四

例
）
ア
η
ノ
タ
リ
。
十
二
時
間
目
ニ
頂
貼
ト
ナ

yuv
モ
ノ
A

各
二
例
ヅ
、
（
第
三
ム
ハ
及
ピ
第
四
わ
例
、
鵠
’
四
二
及
ピ
第
四
五
例
）
ナ
ク
キ
。
ソ
ノ
中

第
三
六
例
－
一
ア
A

六
時
間
目
ノ
白
血
球
数
A

却
ア
減
少
シ
タリノ
。
残
リ
ノ
ノ
一
例
（
第
三
九
例
）

A

七
十
二
時
間
目
迄
A

白
血
球
数
A

注
射
前
ヨ

リ
モ
小
、
九
十
六
時
間
目
二
至
叩
ノア
始
メ
ア
増
加
シ
タ
リ
ノ
。

（
二
）
、
六
時
間
目
ニ
増
加
数
ノ
最
大
ナ
η
ノシ
A

見
疫
元
量
0
・
五
耗
ノ
際
A

九

O
七
五
（
第
＝
二
表
第
三
八
例
）
、
同
二
・

O
耗
ノ
際
A

七
二

七
五
（
第
三
二
表
第
四
三
例
）
ヲ
数
ヘ
タ

y
。

（
三
）
、
免
疫
元
最
二
・

O
詫
ヲ
輿
ヘ
タ
リ
ジ

一
例
（
第
四
四
例
）
A

十
二
時
間
日
ニ
於
ア
同
0
・
宣
艶
及
ピ
こ
・

O
艶
ヲ
注
射
シ
タ
y
ジ
各
三
例

（
第
三
六
、
第
三
八
及
ピ
第
四

O
例
、
信
四
一
、
第
四
二
及
ピ
第
四
五
例
）
A

二
十
四
時
間
目
ュ
於
ア
注
射
営
時
ノ
白
血
球
数
ヲ
示
シ
タ
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。
テ

レ
ド
右
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九
十
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時
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ノ
頂
貼
ヨ
ク
モ
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’
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数
ノ
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。
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疫
元
量
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第
三
七
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）
及
ピ
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・

O
詑
ノ
一
例
（
第
四
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例
）
A

九
十
六
時
間
目
ニ
及
プ
モ
猶
ホ
注
射
前
ノ
白
血
球
数
－
一
復
蹄
セ
ザ
ソ
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。

（
四
）
、
免
疫
元
注
射
後
四
十
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時
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目
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ノ
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ヲ
各
五
例
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シ
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結
果
A
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菌
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．
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．
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／
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菌
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．
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－
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－
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ハ
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「ワ クチンf上澄」及ピ「含菌僅」注射後十二時間＝ テ

血中ユ出現セル白血球絡鞠数ノ推移（家兎）

V＝（第三五表）
M＝（第三t表）
B ＝（第三九表）

第一九闘

「
チ
フ
ス
ヲ
ク
チ
シ
」
鴻
過
液

0
・
一
、

0
・
五
及
ピ
一
・

O
耗
注
射
後
－
一
於
ケ
Y
白
血
球
総
数
ノ
推
移

D 

所
見
A

第
四

O
表
及
ピ
第
四
一
表
－
一
示
サ
レ
タ

9
0
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表

「チフ見ワクチン」蹴遇液0・一、0・究及ピ了。姥注射後血液単位容積内白血球数及ピ申性多崎町白血球%数（家兎）

ー ー 一 ー 番家
一 ー -- ー 一

手 凶 一 卒 一 一 平 。 九
放兎一
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量5疫~. 
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法
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六六 五 二 七 n三 i\~干 五三 丸二 0二九二

？。二 %0 %五 ラ4セ ヲ~o %ヨ］. %五 %五． ラ4五 前

一
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三 八 九 ，丸．・、．． 四 五： セ 一 一

一－
一

セセヒ一六三 一一一一 三 三 ご 九 五 七 一ユ ニO ニー
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九
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四 五六二六 ニセ ー七四八 三0 一九五五

ム，、

二二 七O 八五 八七 'h.0 二五 三一 六三 00 H寺
ラ4五 %0 %。 ラ4五 %0 %。 ラ4ニ ラ4五 %。 間

第

四

表

「チ
7

A

ワ
ク
チ
ン
」
湿
過
滋
0
・一

、
0
・
五
及
ビ
一
－

O
蛇
注
射
後
血
中
二
増
加
セ
ル
平
均

白
血
球
数
（
家
兎
第
四
O
表
参
照
〉

〈
〉
中
J

数
ハ
注
射
前
ノ
白
巾
肌
数
ヨ
リ
モ
減
少
セ
ル
ダ
ケ
ノ
数
ヲ
一
示
ス

第
参
此
哲

F『

原

箸

伊

藤

ム，、

（
第
fy
競

ムハ一一一）



借
用
参
品
管
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原

著
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言集
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四

（
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菅
波

六回〉

免
疫
:re 

ー 。 。

定、＿，智三注塁主。 五 一

一
白注

一 一 血詰ム

一 四，、
凶五三一三五

球敏卒均／ 九六六三 九二
ラ4二%七%五

ム，、

一
玄 ，、 一ーー 時ニ丸ーセー飼

セ五八O OE. 
%。 %0 %。 間

注

十
高す

ー 後
ー ー 一一ー ー戸a

一一
ニ五三七 ー 時
四O 五ー -o 耳雪

%0 ~f,三 %。 問 減、、J
シ

一 阜
F‘、

十
八一 一 Jレ

五 九てご七 g_q 
白-o 0 一八 日寺一三 〉八 血ラ~o %二%〉 間
王求

四
数

十 及
，－、ーー 〆町、
一二 （七 i¥ ピ

一
）七〉ー 00 時 車湿
%玉手＆；：：； %。 間

過

時

七 間r、
一 十七 一

一一 〈杢 （天 一一
二八 ）ー 〉ー 時
%八%き%二 間

九
r、

寸a

一一
"'""O ，......ニ 〈問 ムF、
、七J占，、 八＇－＇六一 、六＿，！＇守、

間時%三 %こ二 %七

所
見
概
括
（
第
三
玉
、
三
七
及
ピ
三
九
表
並
ニ
第
一
六
、
一
七
、

一
八
及
ピ
一
九
闘
塞
照
）

ご
）
、
家
兎
ニ
於
ア
「
チ
ア
ス
ワ
ク
チ
ン
」
量
0
・一、

0
・
五
及
ピ
一
・
O
括
ヲ
注
射
ジ
血
中
増
加
白
血
球
数
ヲ
比
較
セ
Y

－
一
、
免
疫
元
注
射

後
六
時
間
目
ニ
於
－
プ
モ
、
同
十
二
時
間
目
三
於

e

プ
モ
白
血
球
数
A

大
鰐
－
一
一
於
ア
免
疫
元
用
量
ト
蓮
行
シ
－
ア
増
加
し
V

行
キ
タ
ソ
（
第
三
五
表
｝
。
唯

グ
「
全
ワ
ク
チ
ン
」

7
0
括
ノ
場
合
－
一
ノ
ミ
白
血
球
数
ノ
増
加
セ
Y

程
度

A
0・
五
ノ
場
合
－
一
比
シ
顛
著
－
一
小
ナ
9
キ
（
第
十
九
園
V
）。

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
代

y
ニ
「
ワ
ク
チ
シ
」
上
湾
液
ノ

0
・一、

0
・
五
及
ピ
一
・
O
括
ヲ
注
射
セ
Y
場
合
毛
、
注
射
量
ト
白
血
球
増
加
程
度
ト

A

大
輝
蓮
行
セ
リ
ノ
。
而
シ
ア
用
量
ヲ
増
加
シ
－
プ
一
・
O
耗
ト
ナ
ス
モ
白
血
球
教
A

之
ト
蓮
行
ジ
ア
増
大
ジ
タ

y
（
第
三
七
表
及
第
十
九
闘
M
）
。

「
ヲ
ク
チ
ン
L
合
菌
鰹
ヲ
注
射
セ
w
F

場
合
モ
亦
略
ポ
同
一
閥
係
ヲ
示
シ
タ
リ
、
而
ジ
ア
用
量
ヲ
増
加
ジ
ア

7
0
耗
ト
ナ
ジ
タ
u
y

ュ
白
血
球
数
ノ

増
加

A
0・五
r
場
合
ヨ
η
ノ
モ
多
少
減
弱
セ
リ
（
第
三
九
表
及
ピ
第
十
九
闘
B
）。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

c

 

（
二
）
、
然
w
て
一
以
上
ノ
場
合
－
一
於
ア
白
血
球
増
加
／
絶
封
敷
ヲ
比
較
セ
U
Y

ュ
注
射
後
十
二
時
間
目
迄
A

「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
上
常
ヲ
注

。。

0
c
c

射
セ
Y
場
合
／
白
血
球
数
増
加
A

最
大
－
；
ァ
、
「
チ
プ
ス
ヲ
ク
チ
シ
し
合
菌
健
ヲ
注
射
セ
Y
際
ニ
増
加
ジ
来
u
y

白
血
球
数
A

最
が
ナ
9
キ
、
品
川

れ・ぶ
1
チ
、
ア
ス
メ
、
チ
、
y
己
主
一
一
一
円
ス
、
レ
、
ぺ

L卒
、
蘭
即
聞
い
ハ

r
v
wコ
引
に
か
む
が
戸
戸
川
配
中
台
本
軌
跡
ハ
雰
ぶ
や
ハ
ム
匹

、
、
、
、
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
。
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ココ

司－位セ
9
。
以
上
ノ
所
見
A

頗
Y
頴
著
－
一
シ
ア
人
鰻
－
一
炉
、
ヶ
Y
検
査
ノ
結
果
（
第
二
四
、

二
七
及
ピ
三

O
表
）
ト
金
ク
一
致
ス
Y

毛
川
和
ト



戸
第
十
七
圃
及
ピ
第
十
八
圃
M
－

v－
B
ナ
U
Y

曲
線
盛
照
〉
。

（
三
）
、
然
Y

－
二
弛
疫
元
注
射
後
一
一
十
四
時
間
乃
至
四
十
八
時
間
以
後
ノ
胤
中
白
血
球
練
敷
A

「
チ
フ
ス
プ
グ
チ
シ
」
注
射
／
場
合
ガ
「
チ
フ

三
上
溶
液
注
射
ノ
場
合
ヨ
ヲ
モ
一
般
ニ
大
ナ
ヲ
キ
｛
第
三
五
表
ト
第
三
七
表
ト
ヲ
比
較
セ
ヨ
）
、
而
シ
ア
ー
ヘ
ヘ
ス
己
台
骨
骨
h
d
妙
ハ
除
ヤ
ハ
配

恥
甘
い
肌
耽
般
の
μ

一」
一
宇
中
最
小
ベ
一
一
J
h

ノ
二
十
恥
問
山
吋
閉
山
叫
い
二
一

ro川
一
貯
昨
日
口
恥
あ
あ
が
わ
れ
つ
「ロパ

wrハト
h
Lα九ヲ
紅
、
セ
川
ハ
炉
恥
九
一
川
口
一
伊
れ

w
y
検
査
／
結
果
ト
一
致
セ

p
。

（
四
）
、
「
チ
フ
ス
ワ
ク
チ
ン
」
櫨
過
液
－
一
ア
ノ
所
見
A

注
射
後
十
二
時
間
目
迄
A

相
営
－
一
強
キ
白
蜘
．
球
過
多
ヲ
起
ジ
、
業
程
度
A

ン
」
上
澄
液
ア
以
－
ア
セ

Y

ヨ
リ

モ
稿
々
小
ナ
レ

ド
モ
、
全
「
一
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
以
ア
セ
w
y

毛
／
ヨ
リ
モ

一
般
－
一
大
ナ
Y

ノ
勤
－一一於
－プ
人
龍
エ
就
－
Y
ノ

検
査
結
果
ト

一
致
セ
リ
ノ。

「
ヲ
グ
チ

所
見
縮
括
茂
監
考
察

0

0

0

0

0

0
 

余
等
賞
駿
／
目
的
A

「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
構
成
ジ
居
Y
一一一
要
素
タ

y
「
上
湾
基
液
』
ト
其
中
ノ
『
合
菌
韓
』
ト
ガ
血
中
白
血
球
敷
－
一
割
シ
如
何
ナ
M
F

影
響
ヲ
来
ス
カ
ヲ
研
究
ス
Y

一一在

y
。
A
1
ャ
人
及
ピ
家
兎
－
一
就
－
ア
ノ
賓
験
結
果
A

左
ノ
諸
勲
一
一
於
－
プ
一
致
セ
Y

ヲ
認
ム
ペ
ジ
。

。

。

。

。

。

。

第
一
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
上
湾
液
A

血
中
白
向
球
過
多
ヲ
惹
起
ス
U
F

ノ
性
質
頴
著
－
一

ジ
ア
、
「
ヮ
ク
チ
シ
」
合
商
鱒
ノ
作
用
ヲ
蓬
カ

ニ
凌
駕
セ
リ
ノ
。

。。。

第
二
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
合
商
韓
A

血
中
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ス

Y
ノ
作
用
甚
グ
昭
微
－
一ジ
ア
、
注
射
後
十
二
時
間
（
人
）
乃
至
二
十
四
時
間

0

0

0

0

0

0

0

0
 

（
家
兎
）
目
迄
A

比
較
的
白
血
球
過
少
二
己
主
さ

C
Z
7
2
8
5）
ヲ
来
セ
リ
。
即
チ
夜
常
ヨ
？
モ
大
ナ
M
F

品
川
申
白
血
球
数
ヲ
来
セ
ず
モ
、
其

ノ
程
度
A

非
常
－
一
小
ナ
リ
ノ
。
十
二
時
間
以
上
（
人
）
乃
至
二
十
四
時
間
以
上
（
家
兎
）
九
十
六
時
間
三
日
下
ノ
テ
A

一
般
ニ
ザ
ザ
日
口
駅
ず

V
M
J

（与さ］戸戸
Z
E
Z］
5
5）
ヲ
惹
起
セ
リ
ノ
。
郎
チ
正
常
ヨ
リ
モ
却
ア
血
中
白
血
球
数
ノ
官
敷
上
／
減
少
ヲ
来
セ
リ
ノ
。

0

0

0

0

0
 

以
上
ノ
事
賞
A

思
フ
ニ
、
「
ワ
ク
チ
ン
」
上
清
A

毒
力
小
エ
ジ
－
ァ
、
之
－
一
反
γ
「
ワ
ク
チ
ン
」
合
蘭
鴨
A

毒
力
過
大
十
’Y

コ
ト
ノ
ミ

司
ノ
表
示
ス

M
Y

毛
ノ
ニ
A

非
ズ
ジ
ア
、
多
分
「
ヲ
グ
チ
ン
」
上
湾
及
ピ
「
ワ
ク
チ
ン
」
合
蘭
糟
ノ
有
ス
Y
生
物
皐
上
ノ
性
質
ノ
閏
有
ノ
作
用
－
一
掃
ス
ペ
キ
モ
ノ

ナ
ラ
ン
。
之
ヲ
前
支
障
－
一
確
定
ジ
得
タ
U
F

所
見
、
郎
チ
「
ワ
ク
チ
ン
」
上
清
ノ
免
疫
一
花
性
能
働
力
A

「ワ
グ
チ
y
L合
商
樫
ノ
免
疫
元
性
能
働
力

九

第
参
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五
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f
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六
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第
参
品
位

F『

原

著
』」

伊

厚長

六
六

（
第
」
伝
競

占ハ六）

ヨ
リ
モ
願
著
－
一
大
ナ
U
F

ノ
事
貫
ト
割
引
照
ジ
ア
考
察
ス
山
戸
時
λ

左
ノ
意
見
－
一
到
達
ス
ペ
キ
ナ
リ
。

免
疫
獲
得
ノ
機
樽
－
一
於
－
プ
主
要
ノ
作
用
ヲ
現
A

ス
毛
ノ
A

賞
－
一
白
血
球
（
組
織
球
ヲ
モ
合
ム
）
／
喰
購
作
用
ニ
シ
ア
、
「
免
疫
元

ト
ジ

d

ア
注
射
セ
ラ

レ
タ
Y
材
料
」
ず
白
胤
球
一
花
形
質
中
－
一
括
取
セ
ラ
レ
ザ
グ
場
合
－
二
、
其
ノ
材
料
ノ

一
部
分
A

高
等
細
胞
ヲ
犯
ジ
ア
中

0

0

0

0

0

0

 

毒
症
状
ヲ
来
ス
カ
、
或
月
中
毒
症
朕
ヲ
来
テ

v
y
迄
毛
並
（
ノ
佃
鴨
ヲ
傷
害
γ
、
他
ノ
一
部
川
其
偉
韓
外
－
一
排
附
セ
ラ

y
。
故
－
二
定
度
マ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、

デ
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
γ
得
Y

免
疫
元
性
材
料
A

免
疫
元
ト
ジ
－
ア
ノ
能
働
力
ヲ
示
ジ
、
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ス
レ
ド
モ
其
／
程
度
微
弱
ナ

、
、
、
、
、
、

O

C

0

0

0

0

0

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

M
F

ヵ
、
或
A

却
－
プ
絶
封
白
血
球
過
少
ヲ
惹
起
ス
M
F

ガ
如
キ
兎
疫
一
冗
材
料
A

、
見
疫
一
克
ト
ジ
－
プ
利
用
セ
ラ
M
F

、
分
量
小
－
一
ジ
ア
、
従
－
ア
免
疫

、
、
、
、
．
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、

獲
得
ノ
能
働
力
モ
亦
小
ナ
Y

モ
ノ
ナ
リ
。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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Y
白
血
球
数
ノ
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ノ
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合
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人
－
一
於
－
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注
射
後
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時
間
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家
兎
－
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ア
リ
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十
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時
間
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即
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薬
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ノ
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較
セ
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－
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チ
ン
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ワ
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チ
ン
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ロ
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岡
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二
二
岡
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セ
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－
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－
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／
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．
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－
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。
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／
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菌
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反
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ヲ
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－
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ジ
ア
雨
者
ノ
中
間
－
一
在
リ
、
其
ノ
所
見
A

性
質
上
院
ニ
一
統
一
的

－一
非
ズ
（
例
ヘ
バ
第

一
九
問
委
照
）
。

白
血
球
過
多
ノ
最
大
ナ
Y
場
合
ノ
注
射
材
料
ノ
毒
力
ヲ
最
大
ナ
リ
ト
隈
定
ス

Y
ナ
ラ
バ
、
「
み
一
ヲ
ク
チ
シ
」
ヨ
リ
モ
「
ヲ
ク
チ
ン
上
院
」
ノ
方

ガ
毒
カ
大
ナ
η
ノト
ノ
結
論
ト
ナ
リ
ア
、
理
論
上
－
一
毛
、
賓
際
上
（
前
文
記
載
）
－
一
モ
合
致
セ
ザ
Y

コ
ト
ニ
立
チ
至
Y

ペ
ジ
。
故

二
一時
力
大
ナ
レ
バ

大
ナ
u
y

程
白
胤
球
過
多
ノ
程
度
モ
亦
大
ナ
y

d
N

如
キ
場
合
ヲ
除
ク
ノ
他
二
白
血
球
過
多
ノ
現
象
ヨ

P
ジ
ア
逆

－
一
其
際
－
一
於
ケ
M
Y

注
射
材
料
ノ

脊
力
ヲ
判
定
セ
ン
コ
ト
A

不
可
能
ナ
Y

毛
ノ
ナ
リ
。
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
場
合
A

骨
子
、
／
合
商
鴨
A

一
一
楠
岡
有
ノ
白
血
球
過
少
ヲ
惹
起
セ
ジ
ム
Y

ノ

作
用
ア
リ
ア
、
到
底
「
ワ
ク
チ
ン
上
減
」
二
一
炉
、
ヶ
M
F
白
胤
球
過
多
ノ
所
見
ト
一
一
律
－
一
比
較
ジ
得
ザ
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
要
ス

Y

ュ
前
記
二
）
、
土
乙
．

（一二
）特一
一（一

一）
、
（
コ
一）ノ
問
ノ
毒
カ
ヲ
数
字
上
－
一
比
較
ス
Y

コ
ト
A

不
可
能
ナ
リ
キ
。
此
貼
今
後
ノ
研
究
ヲ
待
ヅ
ア
後
－
一始
メ
－
プ
解
決
セ

ラ

グ
ペ
シ
。

所
見
全
鯉
ノ
綿
括
的
考
察
反
ビ
討
究

以
上
各
章
二
記
載
ジ
タ
Y
所
見
－
一
一
環
レ
バ
、
「
チ
ア
ス
ワ
ク
チ
ン
」
ガ
兎
疫
元
ト
ジ
ア
作
用
ス

Y

二百
η
ノ
ア
、
其
ノ
作
用
ノ
主
臓
A

。。

ン
」
中

『一
台
有
セ
ク
レ
居
市
戸
商
標
－
一
在
リ
ト
ノ
従
来
ノ
考
察
A

事
賓
ト
一
致
セ
ザ
u
y
f
t

ノ
エ

ジ
ア
、
「
ワ
ク
チ
ン
合
蘭
韓
」
ソ
レ
自
身
－
一
品
ノ
A

兎

疫
一
正
ト
シ
ア
ノ
効
果
λ

殆
ン
ド
無
キ
｜
a

正
シ
ク
臼
ヘ
バ
費
現
セ
ザ
グ

l
モ
ノ
ナ
リ
。
之
－
一
反
ジ
「
ヲ
ク
チ
ン
上
崎
町
液
」
ソ
レ
自
身
A

「
ワ
ク
チ

ン
合
商
鱒
」
ヨ
リ
モ
免
疫
元
ト
シ
ア
ノ
作
用
非
常
－
一
一
瀬
著
ナ
Y

モ
／
ナ
リ
。
故
三

t

ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
取
扱
フ
皐
者
グ
軍
－
一
蘭
鴨
ノ
ミ
ヲ
重
要
視

γ

－7
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
基
液
ト
ナ
9
居

y
「
ワ
ク
チ
ン
上
崎
町
」
－
一
一
割
ジ
何
等
ノ
注
意
ヲ
モ
梯
A

ズ
、
宛
カ
モ
生
理
的
食
膿
水
ト
同
一
ノ
モ
ノ
ナ
グ
カ

ー
ー

「
ヲ
ク
チ



ノ
如
ク
ニ
考
へ
居
U
F

ナ
ラ
バ
、
ソ
A

大
ナ
Y
誤
ナ
9
0

サ
ア
人
ニ
一
於
ア
「
金
ワ
ク
チ
ン
」
一
、U
・
五
耗
－
一ア
皐
グ
得
タ
Y
ダ
ケ
ノ
凝
集
債
A

「ワ

ク
チ
ン
上
階
液
一

ノ
0
・
五
詑
－
一
ア
モ
亦
殆

y
v同
一
程

度
三
暴
グ
得
タ
リ
。
否
、
往
々
ユ
ジ
ア
「
ヲ
ク
チ
シ
上
崎
町
」
ノ
ミ

ノ
注
射
ノ
方
ガ
「
ワ

ク
チ
ン
」
ヲ
注
射
セ
ラ

レ
タ
UF

場
合
ヨ

y
モ
却
ア
大
ナ
Y

凝
集
償
ヲ
呈
ジ
タ
？
（
第
一
闘
、
第
六
闘
及
ピ
第
二
五
岡
表
照
）
。
家
兎
ニ

ア
y
－7
A
此
ノ
関
係
夏
－
二

層
頴
著－一

ジ
ア
0
・
一
乃
至
0
・
玉
托

ノ
用
量
一
一

7
A
、「
全
ワ

ク
チ
ン
」
ヨ
リ
モ
却
－
プ
「
ワ
ク
チ
ン
上
湾、
」
ノ
方
ガ
ヨ

y
大
ナ
Y
凝
集
債
ヲ
泉
グ
タ

y
（第
四
、
玉
、
八
及
ピ
九
同
盛
照
）
。

然
y
－
一
注
射
用
量
一
・

O
及
ピ
二
・

O
姥－一－ア
A

、
人
－
一
－
プ
モ
、
家
兎
－
一
－
ア
モ
、
「
全
ワ

ク
チ

ン
L

ヨ
リ
モ
「
ワ
ク

チ
ン
上
清
」
ノ
凝
集
素
産
生
能

力
A

準
カ
ニ
小
ナ
リ
キ
（
第
二
、
三
、
七
及
ピ
一

O
岡
牽
照
）
。
此
ノ
開
係
A

人
ニ
一
吟
ア
A

第
一
六
表
－
一
就
ア
諒
解
ス
ペ
キ
モ
夏

一一
理
解
ジ
易

カ
タ
シ

メ
ン
ガ
鴬
ニ
之
ヲ
曲
線
ヲ
以
－
プ
示
ジ

ア
第
二
五
闘
ヲ
得
hp
Y

3

卸
チ
人

二
於
－
ア
免
疫
元
注
射
量
ガ

0
・
五
耗
位

ニ
ア
A

「
全
ヲ
ク

チ
シ
」
ヨ
リ
ノ
モ
「
ワ
ク

チ
ン
上
海
」
ノ
方
ガ
却－
プ
凝
集
債
ノ
産
生
犬
ナ
M
F

A

何

故
ナ
リ
ャ

。
思
ア
ニ
注
射
用
量
小
ナ
Y
時
λ

主
（
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
」
中
ュ
包
合
セ

ラ
レ
タ
M
F

菌
鱒
A

甚
グ
微
量
ナ
Y
ガ
矯
ニ
免
疫
元
性
能
働
力
ヲ

費
生
ス
w
y

ュ
役
立
ッ
物
質
ト
シ
ア
A

殆

ン
ド
「
子
グ
リ
ジ
プ
Y
」
ナ
U
F

二
反
ジ
、
白
血
．
球
温
少
ヲ
惹
起
セ

ジ
ム
wy

作
用
ヲ
有
ス
w
y

物
質
ト

ジ
ア

λ

失
張
リ
相
営
ノ
作
用
ヲ
替
ム
ガ
魚
一
一
、
「
金
ワ
ク

チ
ン
」
注
射
ノ
場
合
A

免
疫
元
ガ
白
血
球
ヨ
リ
訴
取
セ

ラ
M
F

、
コ
ト
却
－
ア
小
量
ト
ナ
リ
、

之
ニ
反
、
ン
「
ワ
ク
チ
ン
上
清
」
－
一
－
プ
A

斯
ノ
如
キ
作
用
ヲ
替
ミ
得
Y
グ
ケ
ノ
簡
鱒
ノ
骨
量
ヲ
快
如
ス
w
y

ヲ
以
－
ア
、
免
疫
元
性
物
質
A

「
ワ
ク
チ
ン
」

ノ
場
合
ヨ
リ
モ
却
－
プ
多
ク
白
血
球
元
形
質
中
へ

掻
取
セ
－
フ
w
y

、
ヲ
以
－
プ
、
「
会
ワ
ク
チ

ン」
ト
葉
ノ
構
成
因
子
ノ

一
ツ
ナ
グ
「
ヲ
グ
チ
ン
上
湾
」

ト
ニ
於
－
プ
反
ア
「
一
部
分
」
ノ
作
用
ガ
「
全
部
」
ノ
作
用
ヨ

リ
モ
大
ナ
リ
ト
イ
ア
ガ
如
キ
「
バ

ラ
ド
ッ
ク

ス」
ノ
結
果
ヲ
生
ズ
Y

－一至
リノジ

モ
ノ
ナ

エフ

ン
。
此
ノ
「
パ
ラ
ド
ッ

ク
ス
」
関
係
二
剛
丈
－
一
遁
ペ
タ
Y

ガ
如
ク
注
射
ハ

7u
u・一
及
ピ
0
・
五
耗
ナ
リ

ジ
家
兎
二
於
ケ
UY

凝
集
素
産
生
ノ
成

績
ニ
於
47

A
夏
一
一
著
明
ナ
Y

ヲ
認
メ
得
タ

y
。

故
ニ
結
局
「
ワ
ク
チ
ン
」
中
－
一
合
有
セ
ラ
レ
居
Y
菌
韓
ナ
U
F

毛
ノ
A

、
ソ
レ
ガ

0
・
一
乃
至
。
・
五
詫
ノ
「
ワ
ク
チ

ン
」
中
－
7
合
有
セ
ラ
レ
居

y

ガ
如
キ
微
量
ノ
場
合
－
一
A

、
一
商
－
二
見
疫
元
ト

ジ
ア
ノ
作
用
A

「
子
f
p
タ
プ
u
y

」－一

－7
何
等
目
立
チ
タ
Y
効
用
ヲ
矯
サ

v
y
－
－
モ
拘
－
フ
ズ
、

第
多
品
世

F『

原

善、＿，

伊

藤

七
七

（舘加
を
競

七
七）



第
多
te

F可

原

著

tr-

藤

七
八．

（
信
用
車
執
務

七
八
〉

他
面
－
二
白
血
球
過
少
ヲ
惹
起
ス
w
F

同
有
ノ
悪
性
質
ノ
ミ
ガ
依
然
ト
ジ
ア
表
頴
セ
ラ
レ
、
結
局
「
杢
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
効
果
ヲ
其
ノ
構
成
因
子
ノ

一
ツ
タ

y
「
ワ
ク
チ
ン
上
波
」
ヨ

y
モ
ヨ

y
以
下
一
一
引
下
グ
Y

ノ
作
用
ヲ
震
ス
迄
ノ
毛
ノ
－
一
過
ギ
ザ
リ
ジ
ヲ
認
ム
ペ
ジ
。
か
h
f

日
貯
ハ
臥
吻

ru川



「
ヲ
ク
チ
ン
合
菌
樫
」
A

無
効
－
一
ジ
テ
而
シ
－
プ
有
害
－
一
作
用
シ
タ
w
y

モ
ノ
ト
謂
フ
ペ
キ
ナ

9
0

然
M
Y

－
－
「
ワ
ク
チ
ン
」
注
射
量
ガ
人
一
二
於
ア

7
0
｜
二
・

O
耗
ト
ナ
町
戸
時
A

、
「
全
ワ
ク
チ
シ
」
／
効
果
A

其
ノ
副
作
用
ト
共
－
一
始
メ
－
プ
顕
著

ト
ナ
リ
来
η
ノ
ア
、
同
量
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
上
清
液
」
ノ
効
果
A

建
カ
－
一
其
ノ
以
下
－
一
在
Y
ヲ
認
ム
ペ
ジ
、
此
際
免
疫
元
注
射
後
七
日
目
位
ノ
成
績
A

人
ニ
於
－
プ
A

「
全
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
場
合
毛
、
「
ワ
ク
チ
ン
上
澄
」
ノ
場
合
屯
大
差
無
キ
コ
ト
A

第
二
五
闘
曲
線
Y
円
、
民
ノ
走
行
－
一

J
明
烏
－
一
観
取

ス
ペ
ジ
。
郎
チ
注
射
後
十
日
乃
至
十
四
日
目
ニ
及
ピ
ア
始
メ
ア
上
遁
ノ
如
キ
頴
著
／
差
ヲ
来
ス
ナ
リ
（
第
二
五
闘
九
、
九
及
ピ
札
・

M
委
照
）
。

以
上
ノ
所
見
ヲ
如
何
－
一
理
解
ス
ペ
キ
ヤ
。
「
ワ

ク
チ
ン
上
湾
」
A

「
全
ワ
ク
チ
ン
」
ノ

一
構
成
因
子
ニ
遇
、
ギ
ザ
Y
7

以
ァ
、
如
何
ナ
Y
場
合
－
－

e

プ
モ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
効
果
ノ
方
ガ
、
「
ワ
ク
チ
ン
上
常
」
ヨ
リ
モ
毎
常
大
ナ

9
ト
蓮
断
ス
ペ
カ
ラ
ズ
ジ
ア
、

0
・
五
銘
位
マ
デ
／
小
量

－一
在

9
－7

A

却
－
ア
「
全
ワ
ク
チ
ン
L

ヨ
リ
モ
「
ワ
ク
チ
ン
上
湾
」
／
方
ガ
効
果
大
ナ
M
Y

モ
ノ
ナ
w
y

コ
ト
A

銃
二
人
ニ
於
ア
モ
、
家
兎
－
一
ア
リ
ア
毛
、
額
著
ナ
w
F

事
責
－
一
ジ
ア
、
而
ジ
ア
之
一
一
一
割
ス

Y
説
明
A

前
文
－
一
之
ヲ
遁
ベ
タ

y
。

故
ニ
用
量
ガ
一
・
（い－
乃
至
二
－

U
艶
ト
ナ
レ
バ
何
故
－
一
「
全
ヲ
ク
チ
ン
」
ノ
方
ノ
兎
疫
的
効
果
ガ
「
ワ
ク
チ
ン
上
被
」
ヨ
リ
モ
大
ト
ナ
Y
カ
ノ
理

由
ヲ
匡
サ
t
y
ペ
カ
ラ
ズ
、
思
フ
ニ
衣
ノ
如
キ
理
由
ニ
蹄
ス
U
Y

ナ
ラ
ン
。

「
ワ
ク
チ
ン
L
注
射
量

7

0以
上
二
・

O
耗
ユ
及
プ
時

A
葉
ノ
構
成
因
子
タ
Y

「
ヲ
ク
チ
ン
基
液
」

A
0・
一
乃
至

0
・
五
耗
等
ノ
注
射
量
ノ
場

合
ヲ
リ
モ
血
中
白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ス

Y
ノ
絶
費
量
一大
ナ

9
（
第
一
五
圃
曲
線
M
ヲ
見
ヨ
）
。
故
－
一
此
際
－
一
於
－
7

A
同
時
－
一「
ヲ
ク
チ
シ
」
中
－
一

合
有
セ

Y
菌
糟
ガ
比
較
的
多
量
ニ
喰
細
胞
元
形
質
中
へ
兎
モ
角
毛
構
取
セ
ラ

y
、
モ
ノ
ト
想
議
セ
－
y
y
。
然
Y

ニ
「
ワ
ク
チ
ン
合
菌
鰻
」
中
－
一

A

勿
論
他
ノ
無
用
有
害
ナ
Y
物
質
モ
ア
レ
ド
モ
、
賓
際
A

元
来
免
疫
元
性
物
質
ヲ
モ
多
量

－一
合
有
シ
居
Y

モ
ノ
ナ
Y

7
以
ァ
、

ソ
レ
ガ
白
血
球

中
ニ
一
於
ア
消
化
セ
ラ
レ
以
－
プ
願
著
－
一
大
ナ
Y
見
疫
物
質
産
生
ヲ
来
セ

Y

モ
ノ
ナ
ラ
ン
。

之
ニ
反
シ
「
ワ
ク
チ
ン
上
減
液
」
中
二
A

元
来
「
ワ
ク
チ
ン
合
商
館
」
ニ
於
ケ
Y
ガ
如
キ
程
ノ
大
ナ
M
F

見
疫
元
性
物
質
A

合
有
セ

ラ
レ
居－
フ
ズ

故
ニ
其
／
注
射
量
ヲ

0
・
五
耗
ヨ
リ
ノ
一
・

O
乃
至
二
・
rU耗
－
一
増
加
シ
タ

9
ト
ア
、
凝
集
素
産
生
ノ
峯
A

原
則
ト
シ
ア
二
倍
、
四
倍
ト
A

ナ
ク
ズ

殆
ン
ド

0
・
五
耗
ノ
場
合
ト
大
差
無
キ
位
ノ
モ
ノ
ナ
ソ
。

柑
舟
品
少
品
世

F『

原

著

伊

藤

七
九

（
常
時
↑

’
v
鋭

七
九
）



柑
帰
参
島
信

F吋

原

善、.... 

伊

F事

ノL
0 

（
第
古伝
統

八

O
）

サ
ア
第
一
六
表
及
ピ
第
二
五
闘
ヲ
精
査
ス

U

戸
時
A

「
杢
ワ
ク
チ
ン
」
ノ

0
・
五
耗
ニ
ア
皐
グ
符
タ
Y
注
射
後
十
日

l
十
四
日
目
ノ
凝
集
債
ノ
所

見
A

、
極
メ
ア
粗
略
ノ
大
腸
－
一
炉
二
プ
「
ワ
ク
チ
ン
上
湾
液
」
ノ
約
二
・
rU蛇
－
一
匹
敵
ス

Y
ガ
如
グ
見
ユ
ペ
シ
。
然
ラ
バ
「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
五
耗
中

世
一
合
．
有
シ
居
Y
程
ノ
微
量
ノ
商
健
二
モ
シ
ソ

レ
ガ
効
力
ヲ
呈
シ
符
Y
要
約
ノ
下
ニ
情
カ

レ
タ
Y
時
A

「
ヲ
ク
チ
ン
上
培
」
ノ

一
・
五
括
－
一
匹
敵

ス
w
y

コ
ト
、
ナ
Y

ベ
ジ
（
免
疫
獲
得
ノ
結
果
ト
見
疫
元
分
量
ト
A

正
比
例
セ
ザ
Y

モ
F

ナ
Y
ガ
故
－
一
、
此
ノ
限
定
A

正
ジ
カ

ク
ズ
シ

ア
、
之
ヨ

9
号
夏
ニ
多
量
ノ
上
積
液
－
一
匹
敵
ス

Y

モ
ノ
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
所
論
ノ
目
的
目
大
館
ノ
概
念
ヲ
得
セ
ジ
メ
ン
ト
ス

Y

－
一
ア
リ
。
読
者
諒
之
）
。

然
Y

ニ
「
ワ
ク
チ
ン
上
湾
液
」
ト
共
一
「
ヲ
ク
チ
シ
合
商
健
」
ヲ
毛
注
射
ス
U
Y

附
A

ソ
レ
程
強
大
ナ
u
y

見
疫
元
性
能
働
力
ヲ
脅
揮
シ
得
u
y

毛
ノ

－一－プア

y
ナ
ガ
ラ
、
「
ワ
ク
チ
ン
上
減
液
」
7
去
リ
ノ
ア
之
ヲ
生
理
的
食
関
水
ト
倍
キ
換
ヘ
ア
、
商
鰹
ヲ
蘭
鰭
ト

シ
ア
ノ
ミ
注
射
ス
山戸
時
A

其
ノ

免
疫
元
性
能
働
力
ノ
接
揮
A

甚
ダ
微
々
タ
ル
モ
ノ
ユ
シ
ア
殆
ン

γ
比
械
ト
ナ
ラ
ザ
Y
程
ナ

y
。
コ
A

前
章
ノ
所
見
－
一
－
プ
阪
ニ
明
白
ト
ナ
リ
ノ
シ

貼
ナ
レ
ド
モ
、
更
－
一
一
第
二
五
闘
ニ
就
ア
曲
線
民
．
恥
、

n
均
等
ヲ
業
他
ノ
曲
線
V
及
ピ
M
ト
比
較
ス
w
戸
時
A

レ
瀬
著
ナ
Y
事
貫
ユ
ジ
ア
特
－
一
考
究
ヲ
要
ス

Y
ノ
貼
ナ

y
。

以
上
ノ
如
キ
著
明
ノ
差
別
A

如
何
－
一
シ
ア
説
明
セ
ラ
w
F

ペ
キ
ヵ
。
余
等
A

「
全
ワ
ク
チ
ン
」
、
「
ワ
ク
チ
ン
上
崎
町
」
及
ピ
「
ワ
ク
チ
ン
合
菌
糟
」

－一ヨ

2
7惹
起
セ
ラ
w
y

、
血
中
白
血
球
総
数
及
ピ
中
性
多
核
白
血
球
%
敷
ノ
所
見
ヲ
以
－
プ
以
上
ノ
事
質
ノ
由
来
ス
戸
原
因
ヲ
理
解
シ
得
可
シ

一
層
明
白
一
理
解
セ

ラ
戸
ペ
シ
υ

是

ト
信
ズ
U
Y

モ
ノ
ナ

y
u

抑
モ
免
疫
物
質
ノ
費
生
ャ
、
自
働
的
免
疫
獲
得
等
－
一
向
ツ
ア
A

全
身
性
免
疫
－
一
－
プ
モ
局
所
性
兎
疫
ニ
ア
毛
、
何
レ
モ
白
血
球
（
組
織
球
ヲ
毛

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

合
ム
）
ガ
如
何
－
－
重
大
ナ
M
F

碇
接
ノ
閥
係
ヲ
有
ス
U
Y

カ
A

既
－
一
定
説
ト
ナ

y
居
w
F

モ
ノ
ト
認
メ
得
可
シ
。
帥
チ
白
血
球
ノ
喰
燈
作
用
ニ
ヨ

yeプ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、

見
疫
元
ガ
元
形
質
中
へ
儒
取
セ
フ
レ
、
次

J

ア
消
化
セ
ラ
レ
カ
ク
シ
ア
漸
・
次
免
疫
ヲ
獲
得
ス
Y

ニ
至
Y

毛
ノ
ナ

y
。
故
－
一
白
血
球
－
一
揖
取
サ
レ

毛
セ
ヌ
物
質
て

y
レ
自
身
如
何
ニ
多
量
ノ
見
疫
一克
性
物
質
ヲ
包
合
シ
居
レ
バ
ト
ァ
、
到
底
免
疫
元
ト
シ
ア
身
健
組
織
ガ
利
用
シ
得
ザ
U
Y

毛
ノ

ナ
リ
。
即
チ
免
疫
元
ト
シ
－
ア
活
用
セ
ラ
レ
得
ザ
Y

モ
ノ
ナ
ソ
。
換
品
一
一ロ
ス
レ
バ
免
疫
元
タ
Y
ノ
役
二
立
タ
ザ
M
F

モ
ノ
ナ

y
。

然
Y

－
一
余
等
A

「
ヲ
ク
チ
シ
上
減
」
－
一
－
ア
A

白
血
球
過
多
ヲ
惹
起
ス
U
F

コ
ト
最
大
－
一
シ
ア
、
之
－
一
反
シ
「
ヲ
ク
チ
ン
合
蘭
健
」
／
ミ
ユ

ア

月
最
初



A

比
較
的
白
血
球
過
少
、
後
－
一
A

結
劃
白
血
球
過
少
ヲ
惹
起
ス

Y

モ
ノ
ナ
M
F

コ
ト
ヲ
立
読
セ

y
（
例
ヘ
バ
第
一
一
一
聞
及
ピ
第
二
三
園
）
、
而
シ
ア

此
／
南
者
〆
混
合
物
－
一
他
ナ
ラ
ザ
Y
「
全
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
以
ア
惹
起
セ

ラ
y

、
血
中
白
血
球
ノ
所
見
A

雨
者
ノ
中
間
－
一
位
ス
M
F

モ
ノ
タ
U
F

コ
ト

0

0

0

0

 

ヲ
立
誼
セ
η
ノ
。
以
上
ノ
関
係
A

家
兎
－
二
於
ア
モ
（
第
一
七
闘
、
第
一
八
闘
及
ピ
第
二
二
闘
）
人
ラ
ア
モ
立
読
セ

ラ
レ

、
人
二
就
テ
A

特
－
一
鮮
明
－
一

表
示
セ
ラ
レ
タ

y
（
第
二
ニ
閥
、
第
一
五
岡
及
ピ
第
二

O
闘
）
。
而
シ
ア
此
等
血
中
白
血
球
像
ノ
推
移
ヲ
表
示
ス

Y
曲
線
ノ
走
行
ト
、
凝
集
素
産

生
ヲ
表
示
ス

Y
各
樟
曲
線
ノ
走
行
（
M
ト
B
）ト
A

雨
々
ヨ
ク
一
致
セ

Y

コ
ト
ヲ
示
シ
タ

y
o

以
上
ノ
立
謹
－
一
ヨ
凶
ノ
ア
余
等
A

「
ヲ
ク
チ
ン
合
菌
樫
」
ノ
ミ
ヲ
免
疫
元
ト
シ
ア
注
射
シ
タ
Y
際
－
一
、
見
疫
元
ト
ジ
ア
ノ
効
果
ガ
「
ワ
ク
チ
ン

上
澄
」
ヨ

y
モ
取
除
ヶ
無
ジ
ニ
人
三
於
－
プ
モ
家
兎
－
一
於
－
プ
モ
亦
タ

0
・
一
ーー

0
・五

1

7
0
1
二・

0
艶
等
如
何
ナ
Y
使
用
量
－
一
一
於
－ア
モ
、

又
A

注
射
後
十
四
日
間
迄
－
一
A

凝
集
債
ガ
下
降
的
ト
ナ
Y
（
第
二
、
四
、
玉
、
八
、
九
、
一

O
闘
等
）
全
経
過
ノ
観
察
一
一
炉
、
ア
毛
、
如
何
ナ
Y
立
場－一

在

y
－
プ
モ
何
レ
モ
絡
封
的
－
一
比
較
ト
ナ
ラ
ザ
Y
程
－
一
微
少
ナ

Y
ノ
理
由
ヲ
徹
底
的
－
一
解
明
シ
得

b
y
y
ト
信
ズ
。

以
上
ノ
立
読
－
一
関
聯
ジ
、
之
ヲ
「
コ
ク
チ
グ
シ
」
ノ
立
場
ヨ

y
観
察
シ
ァ
、
更
－
二
歩
ヲ
進
メ
ア
考
察
ス
Y
時
A

、
普
通
ノ
「
加
熱
ワ
ク

チ
ン
」

一
於
－
プ
鈴
ハ
一
h

ヲ
ヘ
ヘ
ン
基
液
L
ヲ
営
該
細
酔
ノ
一
、
コ、
ク
チ
グ
ン
」
ト
骨
換
ス
川
除
A
1原
ヘ
ク
ヘ
ン
、
」
戸
い
自
身
ヨ
y
h更
－
一
無
あ

－一シ
九
一
恥
p

－
プ
夏
－
二
層
有
効
ナ
Y
「
改
良
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
得
可
キ
／
理
ナ

y
。

何
ト
ナ
レ
バ
生
態
－
一
近
キ
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
基
液
中
二
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ガ
合
マ
レ
居
Y
ヲ
以
－
プ
、
白
血
球
過
多
A

惹
起
セ
－
フ
レ
ア
毛

、
喰
燈

作
用
A

顛
著
－
一
閃
害
セ
－
y

u

F

、
毛
ノ
ナ
U
F

コ
ト
A

、
阪
－
一
勝
呂
博
士
ノ
立
謹
－
一
ヨ
η
ノ
ア
明
白
ナ
Y
ガ
故
－
一
、
モ

ジ
毛

主
／
「
ワ
ク
チ
ン
基
液
」
ガ

「コ

ク
チ
グ
ン
L
ト
置
換
セ
ラ
山
戸
、
時
A

、
「
コ
ク
チ
グ
ン
L

Y

レ
自
身
A

「
ワ
ク
チ
ン
基
減
」
ヨ
9
モ
毒
力
小
－
一
シ
－
プ
且
ッ
喰
菌
作
用
促
依
能
力

大
ナ
Y
ガ
故
－
一
、
「
ワ
ク
チ
ン
合
菌
瞳
」
A

「
全
ワ
ク
チ
ン
し
自
身
ノ
注
射
／
場
合
ヨ
リ
ノ
毛、

ヨ
η
ノ
多
ク
喰
矯
セ

ラ
w
y

ペ
キ
ノ
理
－
一
ジ

ア
、
従
ア
兎

疫
獲
得
程
度
モ
亦
大
ナ
Y

ペ
キ
ノ
理
ナ

y
。

以
上
ノ
考
察
A

烏
潟
教
授
指
導
ノ
下
二
始
メ
ア
高
松
石
雄
氏
ユ
ヨ
η
二ア
明
瞭
－
一
賞
験
的
－
一
家
兎
ニ
就
－
プ
立
読
セ
ラ

レ
タ

y
。
印
チ「
イ
ム
ペ

ヂ
ン
」
ヲ
合
有
セ
ザ

y
「
コ
ク
チ
ゲ
シ
」
ト
共
－
二
』
ヲ
ク
チ
ン
」
ヲ
注
射
ス
山
戸
時
A

「
ワ
ク
チ
ン
し
自
身
注
射
ノ
場
合
ヨ

y
毛
、
凝
集
債
f

費
生
川
大

借
用
品
世
品
位

F『

原

善
』... 

伊

藤

i¥ 

（
第
古
伝
競

八
一
）



第
参
品
管

F『

原

著
‘d 

伊

E業

i¥. 

（
借
用
出
札
暗
部

八
二
〉

a
u
y

，
ァ
．
且
ッ
血
中
／
持
績
期
間
毛
長
ク
、
之
－
一反
シ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
合
有
材
料
ト
共
－
一
同
一
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
注
射
ス
w
戸
時
山
、
「
ヲ
ク
チ

シ
」
自
身
注
射
／
場
合
ヨ
ク
モ
凝
集
債
ノ
費
生
A

穎
著
－
一
阻
止
セ

ラ
Y

、
コ
ト
ァ
明
白
－
一
立
読
セ

y
（
東
京
欝
皐
曾
雑
誌
大
正
十
四
年
十
月
二

十
日
競
）
。

抑
モ
現
在
ノ
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
A

葉
ノ
何
ノ
穣
類
タ
Y
ヲ
問
A

ズ
．
一
般
－
一
副
作
用
師
、
ク
シ
ア
到
底
普
及
セ

シ
ム
Y

コ
ト
能
A

メ

－
フ
」
菌
、
「
ペ
ス
ト
L
菌
、
赤
痢
蘭
等
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
L

－
一
至
リ
ノ
ア
A

、
毒
力
強
劇
一
し
て
ア
費
用
ト
矯
ス
ニ
足
ラ
ザ
Y

コ
ト
A

一
般
周
知
ノ
コ
ト
ナ

リ
。
而
シ
47
鳥
潟
敬
授
J

年
来
研
究
明
道
セ
－
フ
M
F

、
「
コ
ク
チ
グ
ン
」
ガ
「
ヲ
ク
チ
ン
」
ニ
比
シ
無
害
ニ
シ
ア
、
而
シ
ア
同
等
以
上
ノ
兎
疫
力
ア

Y

毛
ノ
タ
Y

コ
ト
コ
既
－
一
窒
扶
斯
菌
ニ
開
シ
詳
細
ナ
Y
研
究
ヲ
途
グ
－
プ
レ
タ
Y
牽
湾
総
督
府
中
央
研
究
所
ヨ
リ
ノ
業
績
－
一
於
ア
立
誇
セ
ヌ

ν
タ
リ
ノ
。
然
レ
ド
モ
閃
襲
ノ
久
シ
キ
ト
、
其
他
／
理
由
ト
ニ
ヨ

y
－ァ
、
政
府
者
A

容
易
－
一
「
コ

ク
チ
グ
ン
」
ニ
移
ソ
得
ザ

z
y
似
タ
y
o
是
レ

「
コ
レ

斯
道
ノ
魚
ニ
泣
憾
ト
ス
ry

所
ナ
リ
ノ
。

故
ユ
先
グ
政
府
者
ガ
普
通
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
分
解
的
一
一
研
究
ジ
、
「
ヲ
ク
チ
シ
」
基
液
ヲ
「
コ
ク
チ
グ
シ
」
ト
置
キ
換
フ
U
Y

コ
ト
－
一
ヨ

y
－ブ

加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
改
良
ノ
第
一
歩
ヲ
進
メ
ナ
バ
、
次
第
ニ
「
コ

ク
チ
グ
ン
」
一
一
移
リ
行
ク

ノ
道
程
ヲ
拓
キ
得
Y
ナ
ラ
ン
カ
ト
思
考
ス
。
斯
ノ
如

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘

キ
研
究
ヲ
途
グ
ナ
バ
蓋
シ
多
少
ト
モ
斯
道
二
貝
献
ス

Y

コ
ト
ヲ
得
U
F

ナ
フ
ン
。
余
等
A

余
等
ノ
研
究
結
果
－
一
立
脚
ジ
、
所
見
ァ
考
察
ス

Y
ノ
序

、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ヲ
以
－
ア
敢
－
Y
加
熱
「
ワ
ク
チ
ン
」
改
良
案
二
百
及
ジ
ア
、
以
ア
営
局
者
ノ
注
意
ヲ
喚
起
セ
ン
ト
ス
戸
モ
ノ
ナ
ソ
。

備
考
。
余
等
ノ
研
究
－
一
－
ア
て
兎
モ
角
モ
先
グ
凝
集
素
産
生
ノ
ミ
ヲ
以
ア
、
免
疫
一克
能
働
力
ノ
指
標
ト
潟
シ
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
見
疫
ヲ
論
ズ

0

0

0

 

U
F

ニ
営

y
－
プ
最
モ
必
要
ナ
Y

モ
ノ
A

殺
菌
債
ナ
リ
ノ
。
故
－
二

t

ワ
ク
チ
ン
」
合
商
鰹
－
一
ア
A

凝
集
素
ノ
産
生
A

殆
ン
ド
零
一
二
泡
シ
ト
雄
、
殺
菌
素
ノ

費
生
月
「
ワ
ク
チ
ン
」
上
澄
ヨ
叫
ノ
モ
或
A

顛
著
－
一
大
ナ
Y
ヤ
モ
計
η
ノ
知
U
F

ペ
カ
ラ
ズ
ト
考
プ
M
Y

人
モ
ア

Y
ナ
ラ
ン
。
ふ
仰
い
わ
V
船
田
町
二
店
炉
索

、
、
、
、
、
、
、
‘
、
、
、
、
、
、
‘
．
、
、
、
、

産
生
ノ
程
度
－
一
ヨ

2
プ
大
韓
ノ
要
ヲ
得
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
。
但
シ
煮
沸
免
疫
元
ノ
如
キ
A

窒
扶
斯
菌
－
一
－
プ
毛
、
「

コ
レ

ア
」
菌
ム
ア
毛
、
普
通
疑
集

素
ノ
産
生
A

生
免
疫
元
ヨ

y
毛
下
位
一
一
ア
リ
。
然
レ
ド
モ
殺
蘭
素
ノ
産
生
A

同
等
以
上
ナ
η
ノ。

7

タ
煮
沸
浸
出
蔑
漬
菌
鱒
－
一
ア
ρ

普
通
説
集

素
A

多
少
接
生
ス
レ
ド
モ
、
殺
菌
素
A

杢
ク
接
現
セ
ザ
U
F

ヲ
通
則
ト
ス
。
是
等
A

何
レ
モ
人
鴻
的
－
一
一
獲
化
セ
シ
メ
タ
Y

免
疫
元
材
料
－
一
就
ア



ノ
コ
ト
ナ

y
。
然
Y

ニ
加
熱
「
ヲ
グ
チ

y
」
中
－
一
合
有
セ
ラ
レ
居
Y
商
標

－一至
q
ニプ
A

、
何
等
責
大
ナ
U
F

人
潟
的
援
化
ヲ
輿
ヘ
タ
Y

毛
ノ
ユ
非
ザ

y
d
N

故
－
一
、
凝
集
素
産
生
ガ
僅
微
ナ
ラ
バ
、
殺
蘭
素
ノ
産
生
モ
亦
一
様
二
慢
微
ナ
U
Y

毛
／
ト
推
考
ス

Y
モ
多
グ
誤
－
フ
d
y
y
Jベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
然

レ汁
p
d
t

此
ノ
賠
－
一
一
於
ケ
M
F

事
賃
上
ノ
解
明
A

後
ノ
研
究
－
一
譲
u
y

モ
ノ
ナ
リ
。

本
店
杭
－
一
記
遁
セ
M
Y

ガ
如
キ
事
賓
A

兎
疫
曲
学
上
ノ
一
般
的
原
則
ト
ジ
ア
「
チ
フ
ス
菌
ワ
ク
チ
シ
」
ノ
ミ
ナ
－
フ
ズ
他
ノ
凡
ア
ノ
商
種
ノ
「
ワ
ク
チ

ン
」
ユ
モ
其
通
－
一
立
読
セ

ラ

y
、
モ
ノ
ナ
リ
ャ
、
或
A

一
定
ノ
蘭
穂
ノ
「
ワ
ク
チ
ン
」
－
一
ア

A
除
外
例
ア
U
Y

モ
ノ
ナ
叫
ノ
ヤ
等
ノ
問
題
A
今
後
ノ
研

究

一一ヨ

ソ
ア
漸
究
－
一
間
明
セ
ラ
Y
ペ
ジ
。
然
V

V

毛
『
喰
細
胞
一
一ヲ

リ
ア
多
ク
概
取
消
化
セ
ラ
V

得
M
F

「ワ
ク
チ
ン
」
（
乃
至
免
疫
一冗
）税
見
疫
元

ト
シ
ア
ノ
効
果
A

大
－
一
シ
ア
、
喰
細
胞
－
一
椛
取
セ
ラ
レ
難
ク
而

h

v

e

プ
白
血
球
過
少
ヲ
芳
一起
ス
y
d
μ

如
キ
免
疫
一
冗
快
物
質
ホ
ド
亮
疫
一冗
ト
ジ
ア

ノ
効
果
小
ト
ナ
リ
』
ト
ノ
結
論
A

一
切
ノ
兎
疫
率
的
関
係
ヲ
支
配
ス

Y
共
通
ノ
根
本
的
原
則
ト
シ
ア
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